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n フロント側

n リヤ側ガレージジャッキ

ガレージジャッキを使用すると
きは、ガレージジャッキに付属
の取扱説明書に従って、安全に
作業してください。ガレージ
ジャッキを使用して車両を持ち
上げるときは、正しい位置にガ
レージジャッキをセットしてく
ださい。正しい位置にセットし
ないと、車両が損傷したり、け
がをするおそれがあります。

ジャッキポイントの位置を確認
する
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ヒューズボックス (P.332)
エンジンオイル注入口キャップ (P.310)
エンジンオイルレベルゲージ (P.308)
ウォッシャー液タンク (P.312)
電動冷却ファン
コンデンサー (P.312)
ラジエーター (P.312)
パワーコントロールユニット冷却水リザーバー (P.311)
エンジン冷却水リザーバー (P.311)

知識
n12ボルトバッテリー

P.313

エンジンが作動温度に達し、エン
ジンを切った状態で、オイルレベ
ルゲージでオイルレベルを確認し
てください。

エンジンルーム

構成部品

エンジンオイルの点検
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1 車両を平坦な場所に駐車してく
ださい。エンジンを暖機した
後、ハイブリッドシステムを停
止し、オイルがエンジン底部に
戻るまで約5分間待ちます。

2 オイルレベルゲージの先端に布
を当てた状態で引き抜きます。

3 オイルレベルゲージをきれいに
拭き取ります。

4 オイルレベルゲージを完全に挿
し込みます。

5 端を布で押さえながらオイルレ
ベルゲージを引き抜き、オイル
レベルが低レベルマークより上
にあるか確認してください。

低レベルマーク
オイルレベルゲージの形状は、車両やエ
ンジンの種類によって異なる場合があり
ます。

6 オイルレベルゲージを拭き、完
全に挿しもどしてください。

知識
nエンジンオイルの消費量

運転中は一定量のエンジンオイルが消費
されます。以下の状況では、オイル消費
量が増加し、オイルメンテナンス間隔の
間にエンジンオイルの補充が必要になる
場合があります。

lエンジンが新品のとき（例えば、車両
購入直後やエンジン交換後など）

l低品質のオイルや不適切な粘度のオイ
ルを使用したとき

l高回転運転、高負荷運転、加減速運転
を頻繁に行ったとき

l長時間のアイドリング運転、渋滞運転
を頻繁に行ったとき

nエンジンオイルレベルの上昇

エンジンを暖機せずに繰り返し走行する
と、エンジン内部の結露による水分や未
燃焼燃料がエンジンオイルに混入し、エ
ンジンオイルレベルが上昇することがあ
ります。ただし、これは故障ではありま
せん。例えば、以下の状況ではエンジン
の暖機が困難になる場合があります。

l短距離を走行するとき

l低速で走行するとき

l外気温が低いとき

エンジンオイルを点検するときは、エン
ジンが暖機していることを確認してくだ
さい。エンジンオイルレベルが補充上限
マークを超えた場合は、トヨタ販売店に
お問い合わせください。

注意
nエンジンの重大な損傷を防ぐため

定期的にオイルレベルを確認してくだ
さい。
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n オイルの種類を確認し、必要な
ものを準備する

オイルを補充する前に、オイルの
種類を確認し、必要なものを準備
してください。
l エンジンオイルの選択

P.392
l オイル量（低レベルマーク 補
充上限マーク）
1.5 L

l 必要なもの
洗浄漏斗

n エンジンオイルの補充
オイルレベルが低レベルマークよ
り下またはそれに近い場合は、エ
ンジンにすでに入っているオイル
と同じ種類のエンジンオイルを補
充してください。

1 エンジンオイル注入口キャップ
を反時計回りに回して取り外し
ます。

2 オイルレベルゲージでオイルレ
ベルを確認しながら、ゆっくり
とエンジンオイルを補充してく
ださい。

オイルレベルが補充上限マークを超えず、
低レベルマークと補充上限マークの間に

あることを確認してください。

低レベルマーク
補充上限マーク

オイルレベルゲージの形状は、車両のエ
ンジンの種類によって異なる場合があり
ます。

3 エンジンオイル注入口キャップ
を時計回りに回して取り付けま
す。

知識
nエンジンカバーにオイルがこぼれたと
きは

エンジンカバーの損傷を防ぐため、中性
洗剤を使用してできるだけ早くエンジン
カバーからエンジンオイルを取り除いて
ください。ブレーキクリーナーなどの有
機溶剤は使用しないでください。

エンジンオイルの補充

警告
n使用済みエンジンオイル

l使用済みエンジンオイルには、炎症
や皮膚がんなどの皮膚疾患を引き起
こす可能性のある有害な汚染物質が
含まれているため、長時間の繰り返
しの接触を避けるように注意してく
ださい。使用済みエンジンオイルを
皮膚から取り除くには、石鹸と水で
よく洗ってください。
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n エンジン冷却水リザーバー
エンジンが冷えているとき、冷却
水の量がリザーバータンクの 

“FULL” ラインと “LOW” ラ
インの間にあれば適正です。

リザーバーキャップ
“FULL” ライン
“LOW” ライン

冷却水の量が “LOW” ライン上または
それ以下の場合は、“FULL” ラインま
で冷却水を補充してください。 
(P.384)

n パワーコントロールユニット冷
却水リザーバータンク

ハイブリッドシステムが冷えてい
るとき、冷却水の量がリザーバー
タンクの “FULL”ラインと 
“LOW” ラインの間にあれば適
正です。

リザーバーキャップ
“FULL” ライン
“LOW” ライン

冷却水の量が “LOW” ライン上または

警告
l使用済みオイルとフィルターは、安
全かつ適切な方法で廃棄してくださ
い。家庭ごみ、下水道、または地面
に捨てないでください。リサイクル
または廃棄に関する情報は、トヨタ
販売店、サービスステーション、ま
たは自動車部品店にお問い合わせく
ださい。

l使用済みエンジンオイルをお子さま
の手の届くところに置かないでくだ
さい。

注意
nエンジンオイルを交換するときは

lエンジンオイルが車両部品にこぼれ
ないようにご注意ください。

lオイルを入れすぎるとエンジンが損
傷する恐れがあります。

lオイルを補充するたびに、オイルレ
ベルゲージでオイルレベルを確認し
てください。

lエンジンオイル注入口キャップが
しっかりと締められていることを確
認してください。

nエンジンカバーにオイルがこぼれた
ときは

エンジンカバーの損傷を防ぐため、エ
ンジンカバーに付着したエンジンオイ
ルは、中性洗剤を使用してできるだけ
早く拭き取ってください。ブレーキク
リーナーなどの有機溶剤は使用しない
でください。

冷却水の点検
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それ以下の場合は、“FULL” ラインま
で冷却水を補充してください。 
(P.384)

知識
nクーラントの選択

“Toyota Super Long Life Coolant” 
または、同等の高品質なエチレングリ
コール系で非シリケート、非アミン、非
亜硝酸塩、非ホウ酸塩の冷却水で、長寿
命ハイブリッド有機酸技術を採用したも
のを使用してください。

“Toyota Super Long Life Coolant” 
は、冷却水50％と純水50％の混合液で
す。（最低温度：-35°C）

冷却水に関する詳細は、トヨタ販売店に
お問い合わせください。

n補充後すぐに冷却水の量が減る場合

ラジエーター、ホース、エンジン／パ
ワーコントロールユニット冷却水リザー
バータンクキャップ、ドレンコック、
ウォーターポンプを目視で確認してくだ
さい。漏れが見つからない場合は、トヨ
タ販売店でキャップの点検と冷却系統の
漏れ検査を依頼してください。

ラジエーターとコンデンサーを確
認し、異物を取り除いてください。
これらの部品が非常に汚れている
場合や状態が不明な場合は、トヨ
タ販売店で点検を受けてください。

ウォッシャー液が出なかったり、
マルチインフォメーションディス
プレイに警告メッセージが表示さ
れたら、ウォッシャー液を補充す
る

警告
nハイブリッドシステムが高温のとき
は

エンジン／パワーコントロールユニッ
ト冷却水リザーバータンクとラジエー
ターのキャップを外さないでください。

冷却系統は加圧されている可能性があ
り、キャップを外すと熱い冷却水が噴
出して、やけどなどの重大なけがを引
き起こす恐れがあります。

注意
n冷却水を補充するときは

冷却水は単なる水や不凍液だけではあ
りません。適切な潤滑、腐食防止、冷
却を行うためには、水と不凍液の正し
い混合比を使用する必要があります。
不凍液または冷却水のラベルを必ず確
認してください。

n冷却水をこぼした場合

部品や塗装を傷めないよう、水でしっ
かり洗い流してください。

ラジエーターとコンデンサーの
点検

警告
nハイブリッドシステムが熱いとき

ラジエーターやコンデンサーには触れ
ないでください。高温になっている可
能性があり、やけどなどの重大なけが
を引き起こす恐れがあります。

ウォッシャー液の補充
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12 ボルトバッテリーは、ラゲー
ジコンパートメント（荷室）の右
側にあります。

デッキボードを開けます。

8つのツメを外し、サイドデッキ
ボードを引いて取り外します。

警告
nウォッシャー液を補充するとき

ハイブリッドシステムが熱いときやハ
イブリッドシステム作動中は、ウォッ
シャー液を補充しないでください。
ウォッシャー液にはアルコール成分が
含まれているため、ハイブリッドシス
テムなどにかかると出火するおそれが
あり危険です。

注意
nウォッシャー液について

ウォッシャー液のかわりに、せっけん
水やエンジン不凍液などを入れないで
ください。塗装にしみが付くことや、
ポンプが故障してウォッシャー液が出
なくなるおそれがあります。

nウォッシャー液のうすめ方

必要に応じて水でうすめてください。
水とウォッシャー液の割合は、ウォッ
シャー液の容器に表示してある凍結温
度を参考にしてください。

12ボルトバッテリー

位置

12ボルトバッテリーカバーを取
り外す前に

12ボルトバッテリーカバーの取
り外す
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12ボルトバッテリーの端子が腐
食していないこと、接続が緩んで
いないこと、ひび割れやクランプ
の緩みがないことを確認してくだ
さい。

端子
固定クランプ

知識
n充電前の注意

充電中、12ボルトバッテリーは可燃性で
爆発性のある水素ガスを発生します。し
たがって、充電前に以下の注意事項を
守ってください：

l車両に12ボルトバッテリーを取り付け
たまま充電する場合は、必ずアース
ケーブルを外してください。

l充電器のケーブルを12ボルトバッテ
リーに接続または取り外す際は、充電

器の電源スイッチがオフになっている
ことを確認してください。

n12ボルトバッテリーの充電後／再接続
後

ハイブリッドシステムが始動しない場合
があります。その際は、以下の手順でシ
ステムを初期化してください。
1 シフトレバーを P にします。
2 いずれかのドアを開閉します。
3 ハイブリッドシステムを再始動しま

す。

l12ボルトバッテリー再接続直後は、ス
マートキーでドアのロック解除ができ
ない場合があります。この場合は、ワ
イヤレスリモコンまたはメカニカル
キーを使用してください。

lハイブリッドシステムを始動する際は、
パワースイッチをACCにしてから行っ
てください。ただし、パワースイッチ
がOFF のままだと始動できない場合が
ありますが、2回目以降は正常に動作
します。

lパワースイッチモードは車両によって
記録されます。12ボルトバッテリーを
取り外して再接続した場合、車両は12
ボルトバッテリーを取り外す前の状態
にパワースイッチモードを戻します。
12ボルトバッテリーを取り外す前に、
必ずパワースイッチをオフにしてくだ
さい。12ボルトバッテリーを取り外す
前のパワースイッチモードが不明な場
合は、接続時に特に注意してください。

複数回試してもシステムが始動しない場
合は、トヨタ販売店に連絡してください。

外観の確認
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警告
n12ボルトバッテリーに含まれる化学
物質

12ボルトバッテリーには有毒で腐食
性のある硫酸が含まれており、さらに
可燃性・爆発性の水素ガスを発生する
ことがあります。死亡や重大なけがの
リスクを減らすため、12ボルトバッ
テリーの作業中や周囲で作業する際は、
以下の注意事項を守ってください：

l工具で12ボルトバッテリーの端子に
触れて火花を発生させない

l喫煙やマッチを近くで使用しない

l目、皮膚、衣服への接触を避ける

l電解液を吸入したり飲み込んだりし
ない

l作業時は保護メガネを着用する

lお子さまをを12ボルトバッテリーか
ら遠ざける

n12ボルトバッテリーを安全に充電す
る場所

必ず屋外の換気の良い場所で充電して
ください。ガレージや換気の不十分な
閉鎖空間で充電しないでください。

n12ボルトバッテリーの充電方法

必ず低電流（5A以下）でゆっくり充
電してください。急速充電を行うと、
12ボルトバッテリーが爆発する恐れ
があります。

n電解液に関する緊急措置

l電解液が目に入った場合
清潔な水で15分以上洗い流し、す
ぐに医療機関を受診してください。
可能であれば、最寄りの医療施設へ
移動中もスポンジや布で水を当て続
けてください。

l電解液が皮膚に付着した場合
影響を受けた部分を十分に洗浄して
ください。痛みや灼熱感がある場合
は、すぐに医療機関を受診してくだ
さい。

l衣服を通して皮膚に浸透する可能性
があります。すぐに衣服を脱ぎ、必
要に応じて上記の手順を実施してく
ださい。

l誤って電解液を飲み込んだ場合
大量の水または牛乳を飲み、すぐに
緊急医療機関を受診してください。

n12ボルトバッテリーを交換するとき
は

必ずこの車両専用の12ボルトバッテ
リーを使用してください。不適切な
バッテリーを使用すると、水素ガスが
車内に侵入し、火災や爆発の原因とな
る恐れがあります。

12ボルトバッテリーの交換について
は、トヨタ販売店にお問い合わせくだ
さい。

n12ボルトバッテリーの取り扱いにつ
いて

P.382

注意
n12ボルトバッテリーの充電するとき
は

ハイブリッドシステムが作動している
間は、絶対に12ボルトバッテリーを
充電しないでください。また、すべて
のアクセサリーがOFFになっているこ
とを確認してください。
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タイヤのトレッドウェアインジ
ケーターが現れているかを確認し
てください。また、トレッドの片
側だけが過度に摩耗しているなど、
偏った摩耗がないかも確認してく
ださい。
スペアタイヤがローテーションさ
れていない場合は、その状態と空
気圧を確認してください。

新しいトレッド
摩耗したトレッド
トレッドウェアインジケーター

トレッドウェアインジケーターの位置は、
各タイヤのサイドウォールに成形された 

“TWI” または “ ” マークなどで

示されます。タイヤにトレッド摩耗イン
ジケーターが表示されている場合は、タ
イヤを交換してください。

知識
n車のタイヤ交換時期

タイヤの交換時期は以下のとおりです。

lタイヤにトレッドウェアインジケー
ターが表示されているとき

lタイヤに切れ目、ひび割れ、繊維が露
出するほど深いひび割れ、内部損傷を
示す膨らみなどの損傷があるとき

lタイヤが何度もパンクしたり、切れ目
やその他の損傷の大きさや場所により
適切に修理できないとき

ご不明な点がある場合は、トヨタ販売店
にご相談ください。

nタイヤの寿命

6年以上経過したタイヤは、ほとんど使
用していない、または全く使用していな
い、あるいは損傷が目立たない場合でも、
資格のある整備士による点検を受ける必
要があります。

nスペアタイヤの適切な保管

スペアタイヤが適切に保管されていない
と、スペアタイヤを固定しているワイ
ヤーケーブルが損傷する可能性があるた
め、スペアタイヤが適切に保管されてい
ることを毎日確認してください。

l保管中のスペアタイヤが傾いているよ
うに見えたり、走行中にガタガタと音
がする場合は、スペアタイヤが正しく
保管されていない可能性があります。
以下のタイヤ交換手順を正しく実行し
て、スペアタイヤを再度保管してくだ
さい。

タイヤについて

メンテナンススケジュールおよ
びトレッドの摩耗状況に応じて
交換またはローテーションして
ください。

タイヤのチェック
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1 スペアタイヤが傾いている場合は、ス
ペアタイヤキャリアがホイール開口部
に引っかかっている可能性がありま
す。走行中にスペアタイヤがガタガタ
と音を立てる場合は、スペアタイヤが
完全に上昇していない可能性がありま
す。スペアタイヤを地面に下ろし、ス
ペアタイヤキャリアがホイール開口部
に対して垂直になっていることを確認
してください。

2 カチッという音がしてジャッキハンド
ルがスキップするまで、タイヤをゆっ
くりと確実に上げてください。

スペアタイヤが下がらない場合は、ワイ
ヤーケーブルが断線している可能性があ
ります。トヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

nスタッドレスタイヤのトレッドが4mm
未満に摩耗したときは

スノータイヤとしての性能が失われます。
図で示すようにタイヤのローテー
ションを行います。

前側

警告
n点検・交換時の警告

必ず次のことをお守りください。お守
りいただかないと、駆動系部品の損傷
や不安定な操縦特性により、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

lタイヤはすべて同一メーカー・同一
銘柄・同一トレッドパターンで、摩
耗差のないタイヤを使用する

lメーカー指定サイズ以外のタイヤや
ホイールを使用しない

lラジアルタイヤ・バイアスベルテッ
ドタイヤ・バイアスプライタイヤを
混在使用しない

lサマータイヤ・オールシーズンタイ
ヤ・冬用タイヤを混在使用しない

l他の車両で使用していたタイヤを使
用しない。以前どのように使用され
ていたか不明なタイヤは使用しない

注意
n悪路走行に対する注意

段差や凹凸のある路上を走行するとき
は注意してください。タイヤの空気が
抜けて、タイヤのクッション作用が低
下します。また、タイヤ・ホイール・
車体などの部品も損傷するおそれがあ
ります。

n走行中に空気もれが起こったら

走行を続けないでください。タイヤま
たはホイールが損傷することがありま
す。

タイヤローテーションをするに
は
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タイヤの摩耗を均等にし、寿命を延ばす
ために、トヨタでは約5000kmごとに
タイヤのローテーションを行うことを推
奨しています。

タイヤをローテーションした後は、必ず
タイヤ空気圧警報システムを初期化して
ください。

お車には、タイヤ空気圧警報バル
ブとトランスミッターを用いてタ
イヤ空気圧の低下を検知し、重大
な問題が発生する前に警告するタ
イヤ空気圧警報システムが装備さ
れています。
l タイヤ空気圧警報システムに
よって検出されたタイヤ空気圧
は、マルチインフォメーション
ディスプレイに表示されます。
(P.74)

表示されているイラストは説明のための
ものであり、実際にマルチインフォメー
ションディスプレイに表示される画像と
は異なる場合があります。

l タイヤ空気圧が規定値を下回る
と、画面表示と警告灯の点灯に
よって運転者に警告します。 
(P.355)

表示されているイラストは説明のための
ものであり、実際にマルチインフォメー

ションディスプレイに表示される画像と
は異なる場合があります。

知識
n定期的なタイヤ空気圧チェック

タイヤ空気圧警報システムは、定期的な
タイヤ空気圧点検の代わりになるもので
はありません。日常点検の一環として、
タイヤ空気圧を必ず点検してください。

nタイヤ空気圧警報システムが正常に働
かないおそれのある状況

l次の場合は、タイヤ空気圧警報システ
ムが正しく作動しない場合があります。

･ 純正ホイール以外を使用したとき
･ 純正装着タイヤ以外に交換したとき
･ 指定サイズ以外のタイヤに交換したと
き

･ タイヤチェーンなどを装着していると
き

･ 補助支持式ランフラットタイヤを装着
しているとき

･ 電波を遮断するフィルムがウインドウ
に貼り付けられているとき

･ 車両（特にホイール・ホイールハウス
の周辺）に多くの雪や氷などが付着し
ているとき

･ タイヤ空気圧が指定空気圧より極端に
高いとき

･ タイヤ空気圧警報バルブ／送信機を搭
載していないホイールを使用している
とき

･ タイヤ空気圧警報バルブ／送信機の ID
がタイヤ空気圧警報コンピューターに

タイヤ空気圧警報システム
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登録されていないとき

l次の場合は正しい性能が確保できない
場合があります。

･ 近くにテレビ塔や発電所・ガソリンス
タンド・放送局・大型ディスプレイ・
空港など、強い電波やノイズの発生す
る場所にいるとき

･ 無線機や携帯電話・コードレス式電話
などの無線通信機器が車両付近にある
とき

l電波状況によってタイヤ位置情報が正
しく表示されない場合は、走行して電
波状況がかわることで正しく表示され
ることがあります。

l停車時は警報開始・警報解除までの時
間が長くなる場合があります。

lタイヤが破裂（バースト）したときな
ど、空気圧が急激に低下したときは、
警報できない場合があります。

nタイヤ空気圧警報システムの警告性能

タイヤ空気圧警報システムの警告は、運
転状況に応じて変化します。このため、
タイヤの空気圧が十分に低いレベルに達
していない場合、または空気圧がシステ
ムの初期化時に調整された空気圧よりも
高い場合でも、システムは警告を発する
場合があります。

タイヤやホイールを交換するとき
は、付けかえたホイールにも空気
圧バルブ／送信機を装着してくだ
さい。
バルブ／送信機を装着する場合は、
専用の ID コードをコンピューター
に登録する必要があります。 
(P.321)

知識
nホイールごとタイヤを交換するとき

タイヤ空気圧バルブ／送信機の ID コード
が登録されていないと、タイヤ空気圧警
報システムは正しく作動しません。その
場合、約10 分間走行したあとシステム
異常となり、タイヤ空気圧警告灯が約1
分間点滅、その後点灯します。

空気圧バルブ／送信機の装着に
ついて

注意
nタイヤ・ホイール・空気圧バルブ／
送信機・バルブキャップの修理・交
換

lタイヤをホイールから脱着する際は、
空気圧バルブ／送信機が損傷しない
よう注意してください。脱着手順の
詳細は、トヨタ販売店へご相談くだ
さい。

lタイヤバルブキャップを必ず取り付
けてください。取り付けを怠ると、
タイヤ空気圧警告バルブに水が入り
込み、バルブが固着する原因となり
ます。

lバルブキャップを交換するときは、
指定以外のバルブキャップを使用し
ないでください。バルブキャップが
固着するおそれがあります。

nタイヤ空気圧警告バルブおよび送信
機の損傷を防ぐため

液体シーラントでタイヤを修理した場
合、タイヤ空気圧警告バルブと送信機
が正常に作動しない可能性があります。
液体シーラントを使用した場合は、速
やかにトヨタ販売店にご連絡ください。
タイヤ交換時には、必ずタイヤ空気圧
警告バルブと送信機を交換してくださ
い。 (P.319)
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n 以下の状況では、タイヤ空気圧
警報システムを初期化する必要
があります：

l 走行速度変更時など、タイヤ空
気圧が変更したとき

l タイヤサイズ変更時など、タイ
ヤ空気圧が変更したとき

l タイヤをローテーションしたと
き

l ID コードを登録したあと 
(P.321)

タイヤ空気圧警報システムを初期
化すると、現在のタイヤ空気圧が
基準圧力として設定されます。
n タイヤ空気圧警報システムの初
期化方法

1 車両を安全な場所に駐車し、パ
ワースイッチをOFFにしてく
ださい。

走行中は初期化できません。

2 タイヤ空気圧を規定の冷間空気
圧レベルに調整してください。 
(P.395)

必ず規定の冷間空気圧レベルに調整して
ください。この空気圧レベルを基準に警
告システムが作動します。

3 パワースイッチをONにしま
す。

4 マルチインフォメーションディ
スプレイの　  を選択します。

5 メーターコントロールスイッチ
の  または  を押して  

を選択し、  を長押しします。

6 メーターコントロールスイッチ
の  または  を押して 

“TPWS” を選択し、  を押
しします。

7 メーターコントロールスイッチ
の  または  を押して 
“Set Pressure” を選択し、

 を押しします。

マルチインフォメーションディス
プレイに “Setting Tyre 
Pressure Warning System” と
表示され、タイヤ空気圧警告灯が
3回点滅します。
メッセージが消えると初期化完了
です。
マルチインフォメーションディス
プレイにメッセージが表示されま
す。また、タイヤ空気圧警報シス
テムが位置を特定している間、マ
ルチインフォメーションディスプ
レイには各タイヤの空気圧が 
“--” と表示されます。
各タイヤの空気圧がマルチイン
フォメーションディスプレイに表
示されるまで、約40km/h 以上の
速度で約10～ 30分間走行して
ください。
初期化が完了すると、各タイヤの
空気圧がマルチインフォメーショ
ンディスプレイに表示されます。
約40km/h 以上で走行しなくて
も、長時間走行することで初期化
を完了できます。ただし、1時間
以上走行しても初期化が完了しな
い場合は、安全な場所に約20分
間駐車した後、再度走行してくだ
さい。

タイヤ空気圧警報システムの初
期化
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知識
nタイヤ空気圧警報システムの初期化

指定されたレベルにタイヤ空気圧を調整
した状態でシステムを初期化してくださ
い。

n初期化手順

lタイヤ空気圧調整後は必ず初期化を
行ってください。また、初期化または
タイヤ空気圧調整を行う際は、タイヤ
が冷えていることを確認してください。

l初期化中に誤ってパワースイッチを
OFFにした場合、次回パワースイッチ
をONにした際に初期化が自動的に再
開されるため、初期化を再実行する必
要はありません。

l初期化が不要な状態で誤って初期化を
再実行した場合は、タイヤが冷えた状
態でタイヤ空気圧を規定値に調整し、
再度初期化を行ってください。

l各タイヤの位置を特定中であり、マル
チインフォメーションディスプレイに
空気圧が表示されていない場合、タイ
ヤの空気圧が低下するとタイヤ空気圧
警告灯が点灯します。

nタイヤ空気圧警報システムの初期化が
失敗したとき

未舗装路を走行すると初期化完了までに
時間がかかる場合があります。初期化時
は可能な限り舗装路を走行してください。
走行環境やタイヤの状態により、初期化
は約10～ 30分で完了します。約10
～ 30分走行しても初期化が完了しない
場合は、しばらく走行を続けてください。

各タイヤの空気圧が約1時間の走行後も
表示されない場合は、以下の手順を実行
してください。

l安全な場所に車両を約20分間停車させ
てください。その後、時速約40km以
上で直進（時々左右に曲がる）を約10

～ 30分間走行してください。

ただし、以下の状況ではタイヤ空気圧が
記録されず、システムが正常に動作しま
せん。初期化を再度行ってください。

l初期化中に後退操作を行った場合、そ
れまでのデータがリセットされるため、
初期化手順を最初からやり直してくだ
さい。

lタイヤ空気圧警報リセットスイッチを
操作しても、タイヤ空気圧警告灯が3
回点滅しない

l初期化後、走行中にタイヤ空気圧警告
灯が1分間点滅した後、点灯したまま
になる

各タイヤの空気圧が依然として表示され
ない場合は、トヨタ販売店にて点検を受
けてください。

各タイヤ空気圧警告バルブと送信
機には固有の IDコードが割り当て
られています。タイヤ空気圧警告
バルブと送信機を交換する際は、
IDコードの登録が必要です。ID
コードを登録する際は、以下の手
順を実行してください。
1 車両を安全な場所に駐車し、パ

ワースイッチをOFF にしてく
ださい。

走行中は初期化を実行できません。

警告
nタイヤ空気圧警報システムの初期化
したとき

タイヤ空気圧を規定値に調整せずに初
期化を行わないでください。そうしな
いと、タイヤ空気圧が低い場合でも警
告灯が点灯しない、あるいは実際には
正常な空気圧時に警告灯が点灯する可
能性があります。

ID コードの登録
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2 タイヤ空気圧を規定の冷間空気
圧レベルに調整してください。 
(P.395)

タイヤ空気圧は必ず規定の冷間空気圧レ
ベルに調整してください。タイヤ空気圧
警報システムはこの空気圧レベルに基づ
いて作動します。

3 パワースイッチをONにしま
す。

4 マルチインフォメーションディ
スプレイの  を選択します。

5 メーターコントロールスイッチ
の  または  を押して  

を選択し、  を長押しします。

6 メーターコントロールスイッチ
の  または  を押して 

“TPWS” を選択し、  を押
しします。

7 メーターコントロールスイッチ
の  または  を押して 
“Change Wheel” を選択し、
タイヤ空気圧警告灯がゆっくり
3回点滅し始めるまで  を押
します。

スペアタイヤセットモードが作動し、登
録が開始されます。

その後、マルチインフォメーションディ
スプレイにメッセージが表示されます。
登録中は、タイヤ空気圧警告灯が約1分
間点滅した後、点灯し、マルチインフォ
メーションディスプレイには各タイヤの
空気圧が “--”と表示されます。

8 約40km/h 以上の速度で10
～ 30分間走行してください。

登録が完了すると、タイヤ空気圧警告灯
が消灯し、各タイヤの空気圧がマルチイ
ンフォメーションディスプレイに表示さ

れます。

約40km/h 以上で走行しなくても、長
時間走行することで登録を完了できます。
ただし、1時間以上走行しても登録が完
了しない場合は、最初から手順をやり直
してください。

9 タイヤ空気圧警報システムを初
期化してください。 (P.320)

知識
n ID コード登録時するとき

l ID コード登録は、車両速度が約
40km/h 以上で走行中に実行されま
す。

l ID コード登録を行う前に、タイヤ空気
圧警告バルブと送信機が取り付けられ
た車輪が車両の近くにないことを確認
してください。

l ID コード登録後は必ずタイヤ空気圧警
報システムを初期化してください。ID
コード登録前にシステムを初期化する
と、初期化された値は無効になります。

l ID コードはご自身で登録できますが、
走行条件や走行環境によっては登録完
了までに時間がかかる場合があります。

n ID コード登録の解除

l ID コード登録を開始した後に解除する
には、車両を走行させる前にパワース
イッチをOFF にしてください。ID
コード登録開始後に車両を走行させた
場合、登録を解除するには IDコード登
録開始手順を再度実行し、走行前にパ
ワースイッチをOFF にしてください。

l ID コード登録が解除された場合、パ
ワースイッチをONにするとタイヤ空
気圧警告灯が約1分間点滅した後、点
灯します。タイヤ空気圧警告灯が消灯
すると、タイヤ空気圧警報システムは
作動状態になります。

l警告灯が数分経過しても消灯しない場
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合、ID コード登録が正しく解除されて
いない可能性があります。登録を解除
するには、再度 IDコード登録開始手順
を実行し、運転前にパワースイッチを
OFFにしてください。

n ID コードが正しく登録されていないと
き

以下の状況では、IDコードの登録が通常
より長くかかるか、登録できない場合が
あります。通常、登録は約30分以内に
完了します。

l走行前に約20分以上駐車していない

l約40km/h 以上で走行していない

l未舗装道路を走行している

l他の車両の近くを走行し、システムが
自車のタイヤ空気圧警告バルブと送信
機を他車のものと区別できない

タイヤ空気圧警告バルブと送信機が装着
されたホイールが車内または車体付近に
ある

1時間以上走行しても登録が完了しない
場合は、IDコード登録手順を最初から再
度実行してください。

l登録中に車両を後退させた場合、それ
までのデータはリセットされますので、
登録手順を最初から再度実行してくだ
さい。

l以下の状況では、ID コード登録が開始
されない、または正常に完了せず、シ
ステムが正常に作動しません。ID コー
ド登録手順を再度実行してください。

･ IDコード登録を開始しようとした際、
タイヤ空気圧警告灯がゆっくり3回点
滅しない

･ IDコード登録後、約10分間走行した
際に、タイヤ空気圧警告灯が約1分間
点滅した後、点灯する

上記の手順を行っても ID コードが登録で
きない場合は、トヨタ販売店にお問い合
わせください。

知識
nタイヤ空気圧の不適切な影響

タイヤ空気圧が不適切な状態で走行する
と、以下の結果を招くおそれがあります：

l燃費の悪化

l乗り心地の低下と操縦性の悪化

l摩耗によるタイヤ寿命の短縮

l安全性の低下

l駆動系への損傷

タイヤの空気圧を頻繁に補充する必要が
ある場合は、トヨタ販売店にて点検を受
けてください。

nタイヤ空気圧の点検手順

タイヤ空気圧を点検する際は、以下の点
に注意してください：

lタイヤが冷えている時のみ確認してく
ださい。車両を3時間以上駐車した場
合、または1.5km以上走行していない
場合に、正確な冷間時のタイヤ空気圧
が測定できます。

l必ずタイヤ空気圧計を使用してくださ
い。見た目だけで適切な空気圧かどう
かを判断するのは困難です。

l走行後はタイヤ内部で熱が発生するた
め、空気圧が上昇するのは正常です。
走行後に空気圧を下げないでください。

l車両の積載重量制限を超えないでくだ
さい。乗員と荷物の重量は車両のバラ
ンスが取れるように配置してください。

タイヤ空気圧について

適切なタイヤ空気圧を維持して
ください。タイヤ空気圧は少な
くとも月に1回は点検する必要
があります。ただし、トヨタで
は2週間に1回の点検を推奨し
ています。 (P.395)
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ホイールを交換するときは、耐荷
重、直径、リム幅※、はめ込みが
取り外されたものと同等であるこ
とを確認するように注意する必要
があります。
交換用ホイールはトヨタ販売店で
入手できます。
※従来はオフセットと呼ばれていました。

トヨタは、次の使用を推奨してい
ません。
l さまざまなサイズまたはタイプ
のホイール

l 中古ホイール
l 修理されたホイール

知識
nホイール交換時

車両のホイールにはタイヤ空気圧警告バ
ルブとトランスミッターが装備されてお
り、タイヤ空気圧が低下した場合にタイ
ヤ空気圧警報システムが事前に警告を発
することができます。ホイールを交換す
るときはいつでも、タイヤ空気圧警告バ
ルブとトランスミッターを取り付ける必
要があります。(P.319)

警告
n適切な空気圧はタイヤ性能を維持す
る上で極めて重要です

タイヤの空気圧を適正に保ってくださ
い。空気圧が不適切な場合、以下の状
態が発生し、死亡または重傷を伴う事
故につながる可能性があります：

l過度の摩耗

l偏摩耗

l操縦性の悪化

lタイヤの過熱によるバーストの可能
性

lタイヤとホイールの隙間からの空気
漏れ

lホイールの変形およびタイヤの損傷

l走行中のタイヤ損傷リスクの増加
（道路上の障害物、伸縮継手、鋭利な
縁石などによる）

注意
nタイヤ空気圧の点検および調整時

必ずタイヤバルブキャップを元に戻し
てください。バルブキャップを装着し
ないと、バルブ内に汚れや湿気が入り
込み、空気漏れの原因となり、タイヤ
の空気圧が低下する可能性があります。

ホイールについて

ホイールが曲がったり、ひび割
れたり、ひどく腐食したりした
場合は、交換する必要がありま
す。そうしないと、タイヤがホ
イールから外れたり、ハンドリ
ング制御が失われたりするおそ
れがあります。

ホイールの選択について
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l アルミホイールで使用するため
に設計されたトヨタのホイール
ナットとレンチのみを使用して
ください。

l タイヤをローテーション、修理、
交換するときは、1600 km 走
行した後もホイール ナットが
しっかりと締まっていることを
確認してください。

l タイヤチェーンを使用する際は、
アルミホイールを傷つけないよ
うに注意してください。

l ホイールのバランスをとるとき
は、トヨタ純正のバランスウェ
イトまたは同等のものと、プラ
スチックまたはゴム製のハン
マーのみを使用してください。

警告
nタイヤ交換時の注意

l取扱説明書で推奨されているサイズ
と異なるサイズのホイールは、ハン
ドリングコントロールを失う可能性
があるため、使用しないでください。

lチューブレスタイヤ用に設計された
ホイールに空気漏れがある場合にイ
ンナーチューブを絶対に使用しない
でください。重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれが
あります

nホイールナットを取り付けるとき

ねじ部にオイルやグリースをぬらない
でください。ナットを締めるときに必
要以上に締め付けられ、ボルトが破損
したり、ディスクホイールが損傷する
おそれがあります。またナットがゆる
みホイールが落下して、重大な事故に
つながるおそれがあります。オイルや
グリースがねじ部についている場合は
ふき取ってください。

n異常があるホイールの使用禁止

ひび割れたり変形したりしたホイール
は使用しないでください。走行中にタ
イヤから空気が漏れ、事故の原因にな
るおそれがあります。

注意
nタイヤ空気圧警告バルブおよび送信
機の交換

lタイヤの修理または交換はタイヤ空
気圧警告バルブとトランスミッター
に影響を与える可能性があるため、
タイヤは必ずトヨタ販売店またはそ
の他の認定サービスショップで整備
を受けてください。さらに、タイヤ
空気圧警告バルブとトランスミッ
ターは必ずトヨタ販売店で購入して
ください。

l車両にはトヨタ純正ホイールのみが
使用されていることを確認してくだ
さい。タイヤ空気圧警告バルブやト
ランスミッターは、非純正ホイール
では正常に動作しない場合がありま
す。

アルミホイールの注意事項
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1 パワースイッチをOFF にする
2 グローブボックスを開きます。

ダンパーをスライドさせて外し
ます。

3 車両の外側にあるグローブボッ
クスを押し込んで、ツメを外し
ます。次に、グローブボックス
を引き出し、下のツメを外しま
す。

4 フィルターカバーのロックを解
除し ( )、フィルターカバーを

ツメから引き出し ( )、フィル
ターカバーを取り外します。

5 フィルターケースを取りはずす

6 フィルターケースからフィル
ターを取りはずし、新しいフィ
ルターと交換する

“ UP” マークの矢印が上を向くよ

うに取り付けます。

知識
nエアコンフィルターの交換について

メンテナンススケジュールに従ってエア

エアコンフィルターの交換

エアコンを快適にお使いいただ
くために、エアコンフィルター
を定期的に交換してください。

交換するには
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コンフィルターを点検し、交換してくだ
さい。交通量や粉じんの多い地区では、
早期の交換が必要になる場合があります。
（定期メンテナンス情報については、 
“Warranty and Service Booklet” を
参照してください。）

nエアコンの風量が減少したときは

フィルターが詰まっている可能性があり
ます。フィルターを確認し、必要に応じ
て交換してください。

知識
n吸気口の定期メンテナンスは、次の場
合に必要です

車両が頻繁に使用される場合や、交通量
が多い場所やほこりの多い場所など、状
況によっては、吸気口をより定期的に掃
除する必要がある場合があります。詳し
くは、 “Warranty and Service 
Booklet” を参照してください。

n吸気口の清掃

誤った取り扱いをすると、吸入口カバー
またはフィルターが損傷するおそれがあ
ります。ご自身での清掃に不安がある場
合は、トヨタ販売店にご相談ください。

注意
n空調システムを使用する場合

フィルターが常に取り付けられている
ことを確認してください。フィルター
なしで空調システムを使用すると、シ
ステムが損傷するおそれがあります。

駆動用電池冷却用吸入口の
清掃

燃費性能の低下を防ぐために、
駆動用電池冷却用吸入口が目づ
まりしていないか、定期的に点
検してください。ほこりがた
まっているときやマルチイン
フォメーションディスプレイに 
“Maintenance Required for 
Traction Battery Cooling 
Parts See Owner’s 
Manual” が表示されたときは、
次の要領で清掃してください。
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1 パワースイッチをOFF にしま
す。

2 吸気口カバーを取り外します。
図のようにカバーを引いて、右上隅のツ
メから始めて 6 本のツメを外し、カバー
を車両の前方に引いて取り外します。

3 吸入口カバーからフィルターを
取りはずす

吸入口カバーにほこりがたまっていると
きは、掃除機などで取り除いてください。

4 フィルターからほこりや砂など
を取り除く

掃除機などを使用して、折り目に沿って
軽くなぞるように吸引してください。

5 フィルターを光にかざし、目づ
まりがないか確認する

ほこりや砂などを取り除ききれないとき
は、トヨタ販売店にご相談ください。

6 フィルターをカバーに再度取り
付けます。

3本のツメをかみ合わせてフィルターを

注意
nマルチインフォメーションディスプ
レイに “Maintenance Required 
for Traction Battery Cooling 
Parts See Owner’s Manual” 
が表示されたときは

すぐに吸気口を清掃してください。 警
告メッセージを表示したまま車両を走
行し続けると、ハイブリッドバッテ
リー ( 駆動用電池 )の故障や出力制限
の原因となります。

清掃のしかた
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取り付けます。

取り付けるときは、フィルターが曲がっ
たり変形したりしていないことを確認し
てください。

7 吸気口カバーを取り付けます。
図のようにカバーのタブを挿入し、カ
バーを押して6本のツメをかみ合わせま
す。

 マルチインフォメーションディ
スプレイに “Maintenance 
Required for Traction 
Battery Cooling Parts See 
Owner’s Manual” と表示さ
れていたとき

8 ハイブリッドシステムを始動
し、警告メッセージが消えたこ
とを確認する

警告メッセージが再度表示され、表示が
消えるまで走行が必要な場合があります。

しばらくしても消えないときは、トヨタ
販売店で点検を受けてください。

知識
nフィルターのほこりや砂を取り除けな
いときは

樹脂製ブラシがついた掃除機のご使用を
おすすめします。

警告
n吸入口の清掃をするときは

l水や液体などで清掃しないでくださ
い。駆動用電池などに水がかかると、
故障や車両火災につながるおそれが
あり危険です。

l清掃前に必ずパワースイッチをOFF
にしてハイブリッドシステムを停止
してください。

l吸入口の中に手や足などを入れない
でください。冷却用ファンに巻き込
まれたり高電圧部位にふれて感電す
るなど、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

注意
n吸入口の清掃をするときは

エアブローなどを使用しないでくださ
い。ほこりが押し込まれてしまい、駆
動用電池の出力低下や故障の原因とな
るおそれがあります。
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知識
n電子キーの電池が消耗していると

次のような状態になります。

lスマートエントリー＆スタートシステ
ム・ワイヤレス機能が作動しない

l作動距離が短くなる

l マイナスドライバー
l 小型マイナスドライバー
l リチウム電池：CR2450

知識
nCR2450リチウム電池を使用する

l電池はトヨタ販売店・時計店およびカ
メラ店などで購入できます。

lメーカーが推奨する同一または同等の
タイプとのみ交換してください。

l使用済み電池は、現地の法律に従って
廃棄してください。

注意
n車両の故障を防ぐために

次のことをお守りください。

l吸入口に水や異物などが入らないよ
うに注意する

l清掃後は、必ずフィルターと吸入口
カバーをもとどおりに取り付ける

lこの車両用のフィルター以外のもの
を吸入口に取り付けたり、フィル
ターを取りはずした状態で車を使用
したりしない

nフィルターの損傷を防ぐために

次のことをお守りください。フィル
ターが損傷した場合は、トヨタ販売店
で新しいフィルターに交換してくださ
い。

lエアブローなどを使用しない

l掃除機などをフィルターに強く押し
付けない

l金属製など、硬いブラシを使用しな
い

lフィルターの折り目をつぶさない

電子キーの電池交換

電池が消耗しているときは、新
しい電池に交換してください。
電池はご自身で交換できますが、
部品が破損するおそれがあるの
で、トヨタ販売店で交換するこ
とをおすすめします。

事前に準備するもの
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1 ロックを解除してメカニカル
キーを抜く

2 カバーをはずす
傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

3 消耗した電池を取り外します。
カバーをはずしたときに、上側のカバー
に電子キーのモジュールが貼り付き、電
池面が隠れている場合があります。この
場合、電子キーのモジュールをひっくり
返し、図のように電池が見える状態で作
業してください。

電池を取り外すときは、適切なサイズの
ドライバーを使用してください。 “+” 
端子を上に向けて新しい電池を挿入しま

す。電池を交換するには

警告
n電子キーの電池について

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

l誤って電池を飲み込まないように注
意してください。化学熱傷のおそれ
があります。

l電子キーにはコイン電池もしくはボ
タン電池が使われています。電池を
飲み込むと、わずか2 時間で重度の
化学熱傷を引き起こし、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

l新しい電池および取りはずした電池
は、お子さまにさわらせないでくだ
さい。

lカバーがしっかり閉まらない場合は
そのまま使用せず、お子さまの手の
届かない場所に保管し、トヨタ販売
店で点検を受けてください。

l誤って電池を飲み込んだ、または体
の一部に入れてしまった場合は、す
ぐに医師の診察を受けてください。



332 6-3. 簡単な点検・部品交換

1 パワースイッチをOFFにしま
す。

2 ヒューズボックスを開ける
 エンジンルーム:タイプAヒュー
ズボックス※

タブを押し込み、蓋を持ち上げて外しま
す。

 エンジンルーム:タイプBヒュー
ズボックス

タブを押し込み、蓋を持ち上げて外しま
す。

警告
n電池の爆発や可燃性の液体またはガ
スの漏れを防ぐために

l同じタイプの電池と交換してくださ
い。異なったタイプの電池を使用す
ると、電池が爆発するおそれがあり
ます。

l極端に温度の高いところや、高度が
高く極端に気圧が低いところに電池
を持ち込まないでください。

l電池を燃やしたり、つぶしたり、
切ったりしないでください。

注意
n交換後、正常に機能させるために

次のことを必ずお守りください。

lぬれた手で電池を交換しない錆の原
因になります。

l電池以外の部品に、ふれたり動かし
たりしない

l電極を曲げない

ヒューズの点検・交換

ランプがつかないときや電気系
統の装置が働かないときは、
ヒューズ切れが考えられます。
ヒューズの点検を行ってくださ
い。

ヒューズの点検・交換をするに
は
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 助手席サイドインストルメント
パネルの下

蓋を外します。

蓋を取り外したり取り付けたりするとき
は、必ずツメを押してください。

 右側のラゲージコンパートメン
ト

サードシートを折りたたむ。 (P.118)

ツメを外し、カバーを開けます。

※グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

3 ヒューズを取り外します。
引き抜き工具でヒューズを取り外します。
引き抜き工具を使用して取り外すことが
できるのは一部のヒューズのみです。

4 ヒューズが切れていないか点検
する

切れたヒューズを適切なアンペア数定格
の新しいヒューズと交換します。アンペ
ア数定格はヒューズボックスの蓋に記載
されています。

 タイプA
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正常
ヒューズ切れ

 タイプB

正常
ヒューズ切れ

 タイプC

正常
ヒューズ切れ

知識
nヒューズを交換したあとは

l交換してもランプ類が点灯しないとき
は、電球を交換してください。
(P.335)

l交換しても再度ヒューズが切れる場合
は、トヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。

n補機バッテリーからの回路に過剰な負
荷がかかると

配線が損傷を受ける前にヒューズが切れ
るように設計されています。

nランプなどの電装部品を交換するとき
は

この車両に指定されているトヨタ純正品
のご使用をおすすめします。一部の電装
部品は過電流を防止する専用回路に接続
されているため、この車両指定のトヨタ
純正品以外は使用できない場合がありま
す。

警告
n車の故障や、車両火災を防ぐために

次のことをお守りください。お守りい
ただかないと、車の故障や火災、けが
をするおそれがあります。

l規定容量以外のヒューズ、または
ヒューズ以外のものを使用しないで
ください。

l常にトヨタ純正ヒューズまたは同等
品を使用してください。ヒューズを
一時的な修理としてでもワイヤーと
交換しないでください。

lヒューズやヒューズボックスを改造
しないでください。

n電源制御ユニット近くのヒューズ
ボックス

ヒューズボックスの近くには高電圧部
品や配線があるため、ヒューズの点検
や交換は絶対に行わないでください。

注意
nヒューズを交換する前に

ヒューズが切れた原因が電気の過剰負
荷だと判明したときは、トヨタ販売店
で点検を受けてください。
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交換する電球のワット数を確認し
てください。 (P.396)

P.403

 フロント ( タイプ A)

フロントウインカーライト

 フロント (タイプB)

フロントウインカーライト

 リヤ

リヤウインカーランプ
バックアップランプ
ナンバープレートランプ

n トヨタ販売店による交換が必要
なランプ

l ヘッドランプロービーム
l ヘッドランプハイビーム
l フロントポジションランプ
l フロントフォグランプ
l サイドウインカーランプ
l テールランプ /ストップランプ
l テールランプ
l ハイマウントストップランプ

l アウターフットランプ※

電球（バルブ）の交換

次の電球はご自身で交換できま
す。交換の難易度は電球によっ
て異なります。必要な電球交換
が難しいと思われる場合は、ト
ヨタ販売店にお問い合わせくだ
さい。

他の電球の交換の詳細について
は、トヨタ販売店にお問い合わ
せください。

電球交換の準備

パワーバックドアメインスイッ
チをOFFにする (装備されてい
る場合 )

電球の位置



336 6-3. 簡単な点検・部品交換

※グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

知識
nLED ランプについて

次のランプ以外のランプは、それぞれ多
数の LEDで構成されています。いずれか
の LED が切れた場合は、車両をトヨタ販
売店に持ち込んでランプを交換してもら
います。

lフロントウインカーランプ

lリヤウインカーランプ

lバックアップランプ

lナンバープレートランプ

nレンズ内の水滴と曇り

レンズ内の一時的な曇りは、機能上問題
ありません。ただし、次のようなときは、
トヨタ販売店にご相談ください。

lレンズ内側に大粒の水滴が付いている

lランプ内に水がたまっている

nランプなどの電装部品を交換するとき

P.334

n フロントウインカーランプ
1 電球ベースを反時計回りに回し

て取り外します。

2 電球を取り外します。

3 新しい電球を取り付け、電球
ベースを挿入して電球ベースを
時計回りに回してランプユニッ
トに取り付けます。

電球ベースを取り付けた後、軽く小刻み
に動かしてしっかりと取り付けられてい
ることを確認し、ランプとウインカーラ
ンプを点灯して、電球ベースとランプユ
ニットの間に光が漏れていないことを目
視で確認します。

n リヤウインカーランプ
1 バックドアを開き、マイナスド

ライバーを使用してカバーを取
り外します。

車両の損傷を防ぐため、マイナスドライ
バーの先端をテープなどで包んでくださ

電球の交換
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い。

2 固定ネジ2本とランプユニット
を取り外します。

ランプユニットを車両後部からまっすぐ
引き戻して取り外します。

3 ワイヤーハーネスを外します。

4 電球ベースを反時計回りに回し
て取り外します。

5 電球を取り外します。

6 新しい電球を取り付け、電球
ベースを差し込んで時計回りに
回してランプユニットに取り付
けます。

電球ベースを取り付けた後、軽く小刻み
に動かしてしっかりと取り付けられてい
ることを確認し、方向指示器を点灯して、
電球ベースとランプユニットの間に光が
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漏れていないことを目視で確認します。

7 ランプユニットを取り付けま
す。

2つのガイドを合わせ、ランプユニット
を車両の前方に押し込んで取り付けます。

8 2本のネジを取り付けます。

9 カバーを取り付けます。

n バックアップランプ
1 バックドアを開けてカバーを取

り外します。
マイナスドライバーを使用して、カバー
を取り外します。

車両の損傷を防ぐため、マイナスドライ
バーの先端をテープなどで包んでくださ
い。

2 電球ベースを反時計回りに回し
て取り外します。
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3 電球を取り外します。

4 新しい電球を取り付け、電球
ベースを差し込んで時計回りに
回してライトユニットに取り付
けます。

電球ベースを取り付けた後、軽く小刻み
に動かしてしっかりと取り付けられてい
ることを確認し、バックアップライトを
点灯して、電球ベースとライトユニット
の間から光が漏れていないことを目視で
確認します。

5 カバーを取り付けます。
カバーのタブを溝に合わせ、カバーを取

り付けます。

n ナンバープレートライト
1 カバーを取り外します。
マイナスドライバーを使用して、カバー
を取り外します。

車両の損傷を防ぐため、マイナスドライ
バーの先端をテープなどで包んでくださ
い。
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2 レンズを取り外します。

レンズ
フック

1 レンズの左右の穴に小さなマイ
ナスドライバーなどを差し込み
ます。

2 ドライバーを図の矢印の方向に
横に押し、フックを外してから
レンズを取り外します。

車両の損傷を防ぐため、ドライバーの先
端をテープなどで包んでください。

3 電球を取り外します。

4 新しい電球を取り付けます。

5 レンズを取り付けます。

フック
1 レンズを右または左のフックに

取り付けます。
2 レンズを所定の位置に押し込み

ます。
取り付け後、レンズをゆっくりと引っ
張って正しく取り付けられていることを
確認します。
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6 カバーを取り付けます。

警告
n怪我を防ぐために

電球の交換手順を実行する前に、必ず
パワースイッチをOFFにしてくださ
い。そうしないと、高温のコンポーネ
ントで火傷を負ったり、体の一部が操
作コンポーネントに引っかかって重傷
を負うおそれがあります。

n電球を交換するとき

lランプは消灯してください。消灯直
後は高温になっているため、交換し
ないでください。やけどをすること
があります。

l電球のガラス部を素手でふれないで
ください。やむを得ずガラス部を持
つ場合は、電球に油脂や水分を付着
させないために、乾いた清潔な布な
どを介して持ってください。また、
電球を傷付けたり、落下させたりす
ると球切れや破裂することがありま
す。

l電球や電球を固定するための部品は
しっかり取り付けてください。取り
付けが不十分な場合、発熱や発火、
または内部への浸水による故障や、
レンズ内に曇りが発生することがあ
ります。

l電球、コネクタ、電気回路、または
構成部品を修理または分解しようと
しないでください。感電により死亡
または重傷を負う恐れがあります。

nお車の故障や火災を防ぐために

l電球が正しい位置にしっかりと取り
付けられていることを確認してくだ
さい。

l熱による損傷を防ぐために、取り付
ける前に電球のワット数を確認して
ください。
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7-1. まず初めに

スイッチを押す
すべての方向指示灯が点滅します。もう
一度押すと消灯します。

知識
n非常点滅灯について

lハイブリッドシステム停止中（READY
インジケーターが点灯していないとき）
に、非常点滅灯を長時間使用すると、
補機バッテリーがあがるおそれがあり
ます。

lSRS エアバッグの作動時または後方か
ら強い衝撃を受けたときは、非常点滅
灯が自動で点滅します。非常点滅灯ス
イッチを2 回押すか、約20 分経過す
ると消灯します。（衝撃の度合いや事故
の状況によっては点滅しないことがあ
ります。）

1 本体をまわしながら抜き、本体
を逆さにして挿し込む

2 先端のフタを取り、すり薬 で
発炎筒の先端をこすり、着火さ
せる

必ず車外で使用してください。
着火させる際は、筒先を顔や体に向けな
いでください。

非常点滅灯（ハザードラン
プ）

事故などでやむを得ず路上駐車
する場合、他車に知らせるため
に使用してください。

点滅させるには

発炎筒

高速道路や踏切などでの故障・
事故時に非常信号用として使用
します。
（トンネル内や可燃物の近くでは
使用しないでください）
発炎時間は約5分です。非常点
滅灯と併用してください。

発炎筒を使うには
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知識
n発炎筒の交換について

本体に表示してある有効期限が切れる前
に、トヨタ販売店でお求めください。有
効期限が切れると、着火しなかったり、
炎が小さくなる場合があります。

1 ブレーキペダルを両足でしっか
りと踏み続ける

ブレーキペダルをくり返し踏まないでく
ださい。通常より強い力が必要となり、
制動距離も長くなります。

2 シフトレバーをN に入れる
 シフトレバーがN に入った場合
3 減速後、車を安全な道路脇に停

める
4 ハイブリッドシステムを停止す

る
 シフトレバーがN に入らない場
合

3 ブレーキペダルを両足で踏み続
け、可能な限り減速させる

4 パワースイッチを2 秒以上押し
続けるか、素早く3 回以上連続
で押してハイブリッドシステム
を停止する

5 車を安全な道路脇に停める

警告
n発炎筒を使用してはいけない場所

次の場所では、発炎筒を使用しないで
ください。
煙で視界が悪くなったり、引火するお
それがあるため危険です。

lトンネル内

lガソリンなど可燃物の近く

n発炎筒の取り扱いについて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害を
受けるおそれがあり危険です。

l使用中は、発炎筒を顔や体に向けた
り、近付けたりしない

l発炎筒は、お子さまにさわらせない

車両を緊急停止するには

万一、車が止まらなくなったと
きの非常時のみ、手順に従って
車両を停止させてください。

車を停止するには
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l ドアを開けることができる場合、
ドアを開けて車外に出てくださ
い。

l ドアを開けることができない場
合、パワーウインドウスイッチ
でドアガラスを開けて避難経路
を確保してください。

l ドアガラスが開けられる場合、
窓から車外に出てください。

l 水没によりドアおよびドアガラ
スを開けることができない場合、
落ち着いて車内外の水圧差がな
くなるまで車内が浸水するのを
待ってからドアを開けて車外に
出てください。

車外の水位がドア高さの半分をこえると、
水圧で車内からドアを開けることができ
なくなります。

知識
n水位がフロアをこえると

水位がフロアを超えて時間が経過すると、
電気装置が損傷し、パワーウインドウが
作動しなくなったり、エンジンやモー
ターが停止し、車が移動できなくなるお
それがあります。

警告
n走行中にやむを得ずハイブリッドシ
ステムを停止するとき

ハンドル操作が重くなるため、車のコ
ントロールがしにくくなり危険です。
ハイブリッドシステムを停止する前に、
十分に減速するようにしてください。

水没・冠水したときは

この車両は水深が深い道路を走
行できるように設計されていま
せん。冠水路または冠水のおそ
れがある道路は、走行しないで
ください。車両が水没や漂流す
ることが予想される場合は、車
内に留まると危険です。落ち着
いて次のように対処してくださ
い。



347

7

7-1. まず初めに
万
一
の
場
合
に
は

n緊急脱出用ハンマー ※1の使用について

この車両のフロントウインドウガラスと
ドアガラスには合わせガラス※2が使用
されています。合わせガラスは、緊急脱
出用ハンマー※1では割れません。
※1詳しくはトヨタ販売店にお問い合わせ

ください。
※2装備されている場合

n合わせガラスの見分け方

断面から見ると、合わせガラスは2枚の
ガラスを貼り合わせたものです。

合わせガラス

強化ガラス

警告
n走行中の警告

冠水路または冠水のおそれがある道路
は、走行しないでください。車両が故
障して動かなくなり、水没や漂流から
死亡につながるおそれがあります。
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7-2. 緊急時の対処法

次の場合は、駆動系の故障が考え
られるため、トヨタ販売店または
専門業者へご連絡ください。
l ハイブリッドシステムの異常を
示す警告メッセージが表示され、
車が動かない

l 異常な音がする

 前向きにけん引するときは

台車を使用して後輪を持ち上げる

 うしろ向きにけん引するときは

台車を使用して前輪を持ち上げる

けん引について

けん引は、できるだけトヨタ販
売店または専門業者にご依頼く
ださい。その場合は、レッカー
車または、車両運搬車を使用す
ることをおすすめします。

すべてのけん引作業には安全
チェーンシステムを使用し、国・
地方自治体の法令および地域の
規則を遵守してください。

けん引の前に販売店への連絡が
必要な状況

レッカー車でけん引するとき

警告
次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

nレッカー車でけん引するとき

4 輪とも持ち上げた状態で運搬してく
ださい。タイヤが地面に着いた状態で
けん引すると、駆動系部品の破損や、
車が台車から飛び出したり、モーター
が回転することにより発電され、故障
や破損の状態によっては火災が発生す
るおそれがあります。
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車両運搬車で車両を輸送する場合
は、タイヤバンドを使用してくだ
さい。タイヤバンドの締め方につ
いては、車両運搬車の取扱説明書
を参照してください。
輸送中の車両の動きを抑えるため、
パーキングブレーキをかけ、パ
ワースイッチを切ってください。

緊急時にレッカー車が利用できな
い場合は、緊急けん引アイレット
に固定されたケーブルまたは
チェーンを使用して、車両を一時
的にけん引することができます。
ただし、このけん引は舗装道路で、
時速30km以下の短距離に限って

行ってください。
運転者はハンドル操作とブレーキ
操作を行うために車両内にいなけ
ればなりません。車両の車輪、駆
動系、車軸、ステアリング、ブ
レーキは良好な状態である必要が
あります。

他車にけん引してもらうときは、
けん引フックを取り付ける必要が
あります。手順に従って取り付け
てください。
1 ラゲージルーム内のホイール

ナットレンチ、マイナスドライ
バー、けん引フックを取り出す 
(P.364)

2 マイナスドライバーを使ってフ
タをはずす

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

注意
n車両の損傷を防ぐために

車両を持ち上げてけん引するときは、
持ち上げた反対側の地上高を十分に確
保してください。地上高が不十分な場
合、けん引中に車両が損傷するおそれ
があります。

nレッカー車でけん引するとき

車両の損傷を防ぐために図のような
レッカー車ではけん引しないでくださ
い。

車両運搬車を使用するとき

緊急けん引するとき

他車にけん引してもらうとき
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3 けん引フックを穴に挿し込んで
まわし、軽く締める

4 ホイールナットレンチや金属の
固い棒などを使い確実に取り付
ける

5 車体に傷が付かないようにロー
プをけん引フックにかける

車体に傷が付かないように注意してくだ
さい。また、前進方向でけん引してくだ
さい。

6 運転者はけん引される車両に乗
り、ハイブリッドシステムを始
動する

ハイブリッドシステムが始動しないとき
は、パワースイッチをON にしてくださ
い。

7 けん引される車両のシフトレ
バーをN にしてから、パーキ
ングブレーキを解除する

オートモードをOFF にしてください。 
(P.160)

シフトレバーがシフトできないときは： 
P.157

知識
n他車にけん引してもらうときに

ハイブリッドシステムが停止していると
ブレーキの効きが悪くなったり、ハンド
ル操作が通常より重くなったりします。

nホイールナットレンチについて

ラゲージルームに搭載されています。 
(P.364)

警告
次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

n他車にけん引してもらうときの運転
について

けん引フックやロープに過剰な負荷を
かける急発進などを避けてください。
けん引フックやロープが破損し、その
破片が周囲の人などにあたり、重大な
傷害を与えるおそれがあります。

nけん引フックを車両に取り付けると
き

指定の位置にしっかりと取り付けてく
ださい。指定の位置にしっかり取り付
けていないとけん引時にフックがはず
れるおそれがあります。

注意
n車両の損傷を防ぐために

サスペンション部などにロープをかけ
ない
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l 車両下部からの液漏れ。（使用後
のエアコンからの水滴は正常で
す。）

l 平らに見えるタイヤまたは偏っ
たタイヤの摩耗

l エンジン冷却水温度計が常に通
常より高い値を示している。

l 排気音の変化
l コーナリング時の過剰なタイヤ
のきしむ音

l サスペンションシステムに関連
する異音

l ハイブリッドシステムに関連す
るピング音その他の異音

l エンジンがかからない、失速す
る、または不規則に作動する

l 著しい出力低下
l ブレーキをかけると車両が片側
に大きく引っ張られる

l 平坦な道路を走行中に車両が片
側に大きく引っ張られる

l 制動力の低下、スポンジのよう
な感触、ペダルが床にほぼ接触
する状態

何かおかしいと思ったら

次の症状のいずれかに気づいた
場合、お車の調整または修理が
必要であるおそれがあります。
ただちにトヨタ販売店で点検を
受けてください。

目に見える症状

聴取可能な症状

機能症状
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n ブレーキ警告灯（警告ブザー）

n ブレーキ警告灯（警告ブザー）

n 高水温警告灯※（警告ブザー）

※マルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

n ハイブリッドシステム過熱警告灯※（警告ブザー）

※マルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

警告灯がついたときは

警告灯が点灯または点滅したままの場合は、落ち着いて次のように対処
してください。なお、点灯・点滅しても、その後消灯すれば異常ではあ
りません。ただし、同じ現象が再度発生した場合は、トヨタ販売店で点
検を受けてください。

警告灯・警告ブザーへの対応

警告灯 警告内容・対処方法

（赤色）

次の異常を示します。
lブレーキ液の不足
lブレーキ系統の異常
→ ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。
走行を続けると危険です。

警告灯 警告内容・対処方法

（黃色）

次の異常を示します。
l回生ブレーキシステムの異常
l電子制御ブレーキシステムの異常
lパーキングブレーキシステムの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

エンジン冷却水の高温異常
→ ただちに安全な場所に停車し、対処方法に従ってください。 
(P.384)

警告灯 警告内容・対処方法

ハイブリッドシステムの高温異常
→ 安全な場所に停車し、対処方法に従ってください。 (P.385)
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n 充電警告灯※（警告ブザー）

※マルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

n 油圧警告灯※ （警告ブザー）

※マルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

n エンジン警告灯

n SRS エアバッグ／プリテンショナー警告灯

n ABS ＆ブレーキアシスト警告灯

警告灯 警告内容・対処方法

充電系統の異常
→ ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。

警告灯 警告内容・対処方法

エンジンオイル圧力の異常
→ ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。

警告灯 警告内容・対処方法

次の異常を示します。
lハイブリッドシステムの異常
lエンジン電子制御システムの異常
l電子制御スロットルの異常
→ ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。

警告灯 警告内容・対処方法

次の異常を示します。
lSRS エアバッグシステムの異常
lプリテンショナー付きシートベルトシステムの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

次の異常を示します。
lABSの異常
lブレーキアシストの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。
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n ペダル誤操作警告灯※ （警告ブザー）

※マルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

n パワーステアリング警告灯（警告ブザー）

n 燃料残量警告灯

n 運転席・助手席シートベルト非着用警告灯（警告ブザー）※

※運転席・助手席シートベルト非着用警告ブザー：

運転席・助手席シートベルト非着用のまま車速が一定以上になると、警告ブザーが一定
時間断続的に鳴ります。

警告灯 警告内容・対処方法

ブザーが鳴った場合：
lブレーキオーバーライドシステムの異常
lドライブスタートコントロールの異常
lドライブスタートコントロール作動時
lパーキングサポートブレーキ（後方静止物）作動時
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されているメッ
セージの指示に従ってください。

ブザーが鳴らなかった場合：

ブレーキオーバーライドシステム作動時
→ アクセルペダルから足を離し、ブレーキペダルを踏んでください。

警告灯 警告内容・対処方法

（赤色）

（黃色）

EPS（エレクトリックパワーステアリング）の異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

燃料の残量が約9.7L 以下になった
→ 燃料を補給する

警告灯 警告内容・対処方法

運転席・助手席シートベルトの非着用
→ シートベルトを着用する助手席乗員がいるときは、助手席乗員も
シートベルトを着用してください。
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n リヤ席シートベルト非着用警告灯（警告ブザー）※

※リヤ席シートベルト非着用警告ブザー：

リヤ席シートベルト非着用（いずれかのシートベルト脱着により、リヤ席シートベルト
非着用警告灯が点灯し続けているとき）のまま車速が一定以上になると、警告ブザーが
一定時間断続的に鳴ります。リヤドアを開けると、ブザー吹鳴条件が解除されます。

n タイヤ空気圧警告灯

n LTA 表示灯（警告ブザー）

n クリアランスソナーOFF 表示灯（警告ブザー）

警告灯 警告内容・対処方法

リヤ席シートベルトの非着用
→ シートベルトを着用する

警告灯 警告内容・対処方法

約1分間点滅した後、ライトが点灯するとき：

タイヤ空気圧警報システムの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

ライトが点灯するとき：

空気圧の異常
l自然原因によるタイヤ空気圧の異常
lパンク
→ ただちに安全な場所に停車し、対処方法に従ってください。 
(P.358)

警告灯 警告内容・対処方法

（橙色）

LTA（レーントレーシングアシスト）の異常が考えられます。
→ ディスプレイに表示されているメッセージの指示に従ってくださ
い。 (P.200)

警告灯 警告内容・対処方法

ブザーが鳴った場合：

クリアランスソナーの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

ブザーが鳴らなかった場合：

センサー部の汚れなどによりシステムが一時的に使用できない
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されているメッ
セージの指示に従ってください。 (P.220)
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n RCTA OFF 警告灯（警告ブザー）

n PKSB OFF 警告灯（警告ブザー）

n PCS 警告灯（警告ブザー）

警告灯 警告内容・対処方法

RCTA（リヤクロストラフィックアラート）の異常が考えられます。
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

センサー部の汚れなどによりシステムが一時的に使用できない 
(P.215)
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されているメッ
セージの指示に従ってください。 (P.226)

警告灯 警告内容・対処方法

ブザーが鳴った場合：

PKSB（パーキングサポートブレーキ）の異常が考えられます。
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

ブザーが鳴らなかった場合：

センサー部の汚れなどによりシステムが一時的に使用できない
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されているメッ
セージの指示に従ってください。 (P.236, 359)

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅または点灯）

ブザーが鳴った場合：

PCS（プリクラッシュセーフティ）の異常が考えられます。
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

ブザーが鳴らなかった場合：

PCS（プリクラッシュセーフティ）が一時的に使用できなくなって
います。修正措置が必要になるおそれがあります。
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されているメッ
セージの指示に従ってください。 (P.180, 359)

プリクラッシュセーフティがOFF、またはVSC（ビークルスタビリ
ティコントロール）システムが停止しているときも点灯します。
→ P.191
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n スリップ表示灯

n パーキングブレーキ表示灯※

※車両が約 5 km/h 以上の速度で走行している場合、ブザーが鳴ります。

n ブレーキホールド作動表示灯（警告ブザー）

知識
n警告ブザーについて

状況によっては、外部の騒音やオーディ
オの音などにより、ブザー音が聞こえな
い場合があります。

nシートベルト非着用警告灯の乗員検知
センサーの作動について

l助手席に乗員がいなくても、シートに
荷物などを置くと、センサーが重量を

検知して警告灯が点滅し、ブザーが鳴
ることがあります。

l助手席に座布団などを敷くと、セン
サーが乗員を検知せず警告灯が作動し
ないことがあります。

n走行中に故障警告灯が点灯した場合

燃料タンクが完全に空になると、故障表
示ランプが点灯します。燃料タンクが空
になった場合は、すぐに燃料を補給して
ください。故障表示ランプは数回走行す

警告灯 警告内容・対処方法

表示灯が点灯している場合：

次の異常を示します。
lVSC（ビークルスタビリティコントロール）システムの異常
lTRC（トラクションコントロール）システムの異常
lトレーラー横揺れ制御の異常
lヒルスタートアシストコントロールシステムの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

表示灯が点滅している場合：

ABS・VSC・TRCまたはトレーラースウェイコントロールシステ
ムが作動していることを示します。

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅）

パーキングブレーキが完全にかかっていない、または解除されてい
ない可能性がある
→ パーキングブレーキスイッチを再度操作してください。

パーキングブレーキが解除されていないときは点灯します。解除後、
消灯すれば正常です。

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅）

ブレーキホールドシステムの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。
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ると消灯します。

数回走行しても警告灯が消えない場合は、
ただちにトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

nパワーステアリング警告灯／警告ブ
ザーについて

補機バッテリーの充電が不十分な場合、
または一時的に電圧が下がった場合に警
告灯が点灯し、警告ブザーが鳴ることが
あります。

nタイヤ空気圧警告灯が点灯したとき

タイヤを点検し、パンクしていないか確
認してください。

タイヤがパンクした場合： P.363

パワースイッチをOFFにし、その後ON
に切りかえてください。タイヤ空気圧警
告灯が点灯または点滅するか確認してく
ださい。

タイヤ空気圧警告灯が約60秒間点滅し
た後、点灯したままになる場合

タイヤ空気圧警報システムに不具合が生
じているおそれがあります。ただちにト
ヨタ販売店で点検を受けてください。

タイヤ空気圧警告灯が点灯した場合
1 タイヤの温度が十分に下がった後、各

タイヤの空気圧を確認し、規定値に調
整してください。

2 警告灯が数分経過しても消えない場合
は、各タイヤの空気圧が規定値にある
ことを確認し、タイヤ空気圧設定手順
を実行してください。 (P.320)

タイヤ空気圧設定操作を行ってから数分
経過しても警告灯が消えない場合は、た
だちにトヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。

nタイヤ空気圧警告灯は自然現象により
点灯する場合があります

タイヤ空気圧警告灯は、自然空気漏れや
温度によるタイヤ空気圧の変化などの自

然現象によって点灯することがあります。
この場合、タイヤ空気圧を調整すると警
告灯は消灯します（数分後）。

nタイヤが応急用タイヤに交換されたと
き

応急用タイヤには、タイヤ空気圧警告バ
ルブと送信機が装備されていません。タ
イヤがパンクした場合、パンクしたタイ
ヤを応急用タイヤに交換しても、タイヤ
空気圧警告灯は消灯しません。応急用タ
イヤを修理したタイヤと交換し、タイヤ
の空気圧を調整してください。数分後に
タイヤ空気圧警告灯は消灯します。

nタイヤ空気圧警報システムが正常に作
動しないおそれがある条件

P.318

警告
nABS 警告灯とブレーキ警告灯が同時
に点灯したときは

ただちに安全な場所に停車し、トヨタ
販売店にご連絡ください。ABS または
ブレーキアシストシステムに異常が発
生しているだけでなく、強めのブレー
キの際に車両が不安定になるおそれが
あり、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

nパワーステアリング警告灯が点灯し
たときは

黄色に点灯したときは操作力補助が制
限され、赤色に点灯したときは操作力
補助がなくなるため、ハンドル操作が
非常に重くなることがあります。ハン
ドル操作が通常より重いときは、ハン
ドルをしっかりと持ち、通常より強く
操作してください。
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警告
nタイヤ空気圧警告灯が点灯したとき
は

次の注意事項を必ずお守りください。
これらを守らないと、車両の制御を失
い、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。

lただちに安全な場所に停車し、タイ
ヤの空気圧を調整してください。

lタイヤ空気圧警告灯が点灯したまま
の場合は、タイヤの空気圧を調整し
た後でも、パンクしているおそれが
あります。タイヤを確認してくださ
い。パンクしているタイヤがある場
合は、応急用タイヤと交換し、最寄
りのトヨタ販売店にて修理を受けて
ください。

l急な操作や急ブレーキは避けてくだ
さい。タイヤが劣化した場合、ハン
ドルやブレーキの制御を失うおそれ
があります。

n万一、タイヤのパンクや急な空気漏
れが発生したときは

タイヤ空気圧警報システムはただちに
作動しない場合があります。

注意
nタイヤ空気圧警報システムが正常に
作動することを保証するため

異なる仕様またはメーカーのタイヤを
組み合わせて装着しないでください。
タイヤ空気圧警報システムが正常に作
動しないおそれがあります。

警告メッセージが表示され
たときは

マルチインフォメーションディ
スプレイには、システムの故障
や誤った操作をしたときの警告、
メンテナンスが必要であること
をお知らせするメッセージが表
示されます。メッセージが表示
されたときは、メッセージの内
容に従って対処してください。
処置後に再度メッセージが表示
されたときは、トヨタ販売店へ
ご連絡ください。

また、メッセージと同時に専用
警告灯が点灯・点滅する場合が
あります。その際は、各警告灯
が点灯・点滅したときの対処方
法に従ってください。 
(P.352)

処置後に再度メッセージが表示
されたときは、トヨタ販売店へ
ご連絡ください。
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警告灯と警告ブザーは、メッセージの内容に応じて次のように作動しま
す。販売店による点検が必要なメッセージが表示された場合は、ただちに
トヨタ販売店で点検を受けてください。

※マルチインフォメーションディスプレイに初めてメッセージが表示されるとブザー音
が鳴ります。

知識
n警告メッセージについて

文中の警告メッセージの表示は、使用状
況や車両の仕様により実際の表示と異な
る場合があります。

n警告ブザーについて

状況によっては、外部の騒音やオーディ
オの音などにより、ブザー音が聞こえな
い場合があります。

n“Engine Oil Level Low Add or 
Replace” が表示されたときは

エンジンオイルが不足しているときに
メッセージが表示されます。エンジンオ
イル量を点検し、オイルを補給してくだ
さい。

また、傾斜路などに停車したときに表示

される場合があります。水平な路面に移
動し、メッセージが表示されるか確認し
てください。

n“Hybrid System Stopped 
Steering Power Low” が表示され
たときは

走行中にハイブリッドシステムが停止し
たときにメッセージが表示されます。

ハンドル操作が通常より重いときは、ハ
ンドルをしっかりと持ち、通常より強く
操作してください。

n“Hybrid System Overheated 
Output Power Reduced” が表示さ
れたときは

負荷の高い走行状況（例えば、長い上り
坂を走行）のときにメッセージが表示さ
れる場合があります。対処方法： 

メッセージと警告作動について

警告灯 警告ブザー※ 警告

- ブザー音が鳴る

l運転にかかわるシステムに不具合が生じている
場合や、修正手順を実行しないと危険が生じる
おそれがある場合など、重要な状況を示しま
す。

l車両の損傷や危険が生じるおそれがあるなどの
状況を示します

点灯または点滅 ブザー音が鳴る
マルチインフォメーションディスプレイに表示さ
れているシステムに不具合があるおそれがあるな
ど、重要な状況を示します。

-
ブザー音が鳴ら

ない

l電気部品の故障や状態、メンテナンスの必要性
などの状態を示します

l操作が誤って実行された場合などの状況を示
す、または操作を正しく実行する方法を示す
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P.384

n“Traction Battery Needs to be 
Protected Refrain from the Use of 
N Position” が表示されたときは

シフトレバーがN のときにメッセージが
表示されることがあります。

シフトレバーがN では充電できないた
め、停車するときはシフトレバーをP に
してください。

n“Traction Battery Needs to be 
Protected Shift into P to 
Restart” が表示されたときは

一定時間シフトレバーがN になっている
ため、駆動用電池の残量が低下したとき
にメッセージが表示されます。

車両を動かす場合は、シフトレバーをP
にして、ハイブリッドシステムを再始動
してください。

n“Shift to P when Parked” が表示
されたときは

シフトレバーがP 以外でパワースイッチ
をOFF にせずに運転席ドアが開いたとき
にメッセージが表示されます。駐車時は
P にしてください。

n“Shift is in N Release 
Accelerator Before Shifting” が表
示されたときは

シフトレバーがN で、アクセルペダルを
踏んだときにメッセージが表示されます。

アクセルペダルから足を離し、シフトレ
バーをD ・Sまたは R にしてください。

n“Press Brake when Vehicle is 
Stopped Hybrid System may 
Overheat” が表示されたときは

上り坂などでの停車時にアクセルペダル
を踏んで車両を保持するとメッセージが
表示される場合があります。そのままの
状態を続けるとハイブリッドシステムが
過熱するおそれがあります。アクセルペ

ダルから足を離し、ブレーキペダルを踏
んでください。

n“Auto Power OFF to Conserve 
Battery” が表示されたときは

自動電源OFF 機能が作動したときにメッ
セージが表示されます。次回ハイブリッ
ドシステム始動時に、約5 分間ハイブ
リッドシステムが作動した状態を保持し、
補機バッテリーを充電してください。

n“Headlight System Malfunction 
Visit Your Dealer” が表示されたと
きは

次のシステムに異常があるおそれがあり
ます。ただちにトヨタ販売店で点検を受
けてください。

lAHB（オートマチックハイビーム）

n“Radar Cruise Control 
Temporarily Unavailable See 
Owner's Manual” が表示されたとき
は

レーダークルーズコントロールは、メッ
セージに表示された問題が解決されるま
で、または一時的に停止されます。 ( 原因
と対処方法： P.180)

n“Radar Cruise Control 
Unavailable” が表示されたときは

レーダークルーズコントロールは現在使
用できません。再度使用可能になった際
にご利用ください。

nフロントカメラの故障を示すメッセー
ジが表示された場合

次のいずれかのシステムが停止していま
す。 (P.180, 356)

lPCS（プリクラッシュセーフティ）

lLTA（レーントレーシングアシスト）

lAHB（オートマチックハイビーム）

lRSA（ロードサインアシスト）

lレーダークルーズコントロール
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nレーダーセンサーの故障を示すメッ
セージが表示されたときは

メッセージに表示されている問題が解決
されるまで、次のシステムは停止される
おそれがあります。 (P.180, 356)

lPCS（プリクラッシュセーフティ）

lLTA（レーントレーシングアシスト）

lレーダークルーズコントロール

n“AWD System Overheated 
Switching to 2WD Mode” または 
“AWD System Overheated 2WD 
Mode Engaged” が表示されたとき
は

システムがオーバーヒートしています。

車速を下げるか、ハイブリッドシステム
を作動させたまま安全な場所に停車して
ください。

メッセージが消えない場合は、ただちに
トヨタ販売店で点検を受けてください。

n“Engine Maintenance Required 
Visit Your Dealer” が表示されたと
きは

エンジンまたはエンジン部品に不具合が
あります。ただちにトヨタ販売店で点検
を受けてください。

n次のいずれかのシステムが停止してい
ます。

l次のメッセージが表示された場合は、
燃料切れのおそれがあります。安全な
場所に停車し、燃料残量が少ない場合
は燃料を補給してください。

･ “Hybrid System Stopped”
･ “Engine Stopped”

l次のメッセージが表示された場合は、
故障のおそれがあります。ただちにト
ヨタ販売店で点検を受けてください。

･ “Hybrid System Malfunction”
･ “Check Engine”
･ “Hybrid Battery System 

Malfunction”
･ “Accelerator System 
Malfunction”

nトヨタ販売店への訪問が必要であるこ
とを示すメッセージが表示されたとき
は

次のメッセージが表示された場合は、故
障のおそれがあります。ただちにトヨタ
販売店で点検を受けてください。

n取扱書の確認をうながすメッセージが
表示されたときは

l次のメッセージが表示されたときは、
故障している可能性があります。ただ
ちにトヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。

･ “Braking Power Low Stop in a 
Safe Place See Owner's Manual”

･ “Oil Pressure Low Stop in a Safe 
Place See Owner's Manual”

･ “Charging System Malfunction 
Stop in a Safe Place See Owner's 
Manual”

･ “Stop in a Safe Place See 
Owner's Manual”

･ “Shift to P See Owner's Manual”

l“Smart Entry & Start System 
Malfunction See Owner's Manual” 
と表示された場合は、故障のおそれが
あります。ただちにトヨタ販売店で点
検を受けてください。

l次のメッセージが表示されたときは、
故障しているおそれがあります。

･ “Engine Coolant Temp High Stop 
in a Safe Place See Owner's 
Manual” (P.384)

l“Maintenance Required for 
Traction Battery Cooling Parts 
See Owner's Manual” が表示された
ときは、フィルターが目づまりしてい
る、冷却用の吸入口がふさがれている、
またはダクトにすき間があるなどが考
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えられますので、次の対処方法に従っ
てください。

･ 駆動用電池冷却用吸入口を清掃する 
(P.327)

駆動用電池冷却用吸入口を清掃しても
メッセージが表示されたときは、トヨタ
販売店で点検を受けてください。

l 地面が固く平らで安全な場所に
移動する

l パーキングブレーキをかける
l シフトレバーをP にする
l ハイブリッドシステムを停止す
る

l 非常点滅灯を点滅させる 
(P.344)

l パワーバックドア装着車：パ
ワーバックドアシステムをOFF
にします。 (P.399)

注意
n“High Power Consumption 
Partial Limit on AC/Heater 
Operation” がひんぱんに表示され
るときは

補機バッテリーが劣化している可能性
があります。その状態で放置しておく
と、補機バッテリーのバッテリーあが
りを起こすおそれがあるため、トヨタ
販売店で補機バッテリーの点検を受け
てください。

パンクしたときは

パンクしたタイヤを、備え付け
の応急用タイヤと交換してくだ
さい。

タイヤについての詳しい説明は
次を参照してください P.316

警告
nタイヤがパンクしたときは

パンクしたまま走行しないでください。
短い距離でも、タイヤとホイールが修
理できないほど損傷したり、思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

ジャッキで車体を持ち上げる前
に
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ジャッキハンドル
けん引フック
ホイールナットレンチ
アダプターソケット
ジャッキ
応急用タイヤ

タイヤパンク応急修理キットと工具の位置

警告
nジャッキの使用について

次のことをお守りください。ジャッキ
の取り扱いを誤ると、車が落下して重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

lジャッキはタイヤ交換・タイヤ
チェーン取り付け・取りはずし以外
の目的で使用しない

l備え付けのジャッキは、お客様の車
にしか使うことができないため、他
の車に使ったり他の車のジャッキを
お客様の車に使用したりしない

lジャッキはジャッキセット位置に正
しくかける
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1 デッキボードを開く

2 デッキボードを取り外します。

3 ジャッキカバーを取り外しま
す。

4 フックを外した後ジャッキも取
り外します。

警告
lジャッキで支えられている車の下に
体を入れない

l車がジャッキで支えられている状態
で、ハイブリッドシステムを始動し
たり車を走らせない

l車内に人を乗せたまま車を持ち上げ
ない

l車を持ち上げるときは、ジャッキの
上または下にものを置かない

l車を持ち上げるときは、タイヤ交換
できる高さ以上に上げない

l車の下にもぐり込んで作業する場合
は、ジャッキスタンドを使用する

l車を下げるときは、周囲に人がいな
いことを確認し、人がいるときは声
をかけてから下げる

注意
nアダプターソケットの使用について

アダプターソケットは応急用タイヤ・
パンクしたタイヤを収納する以外の目
的には使用しないでください。

ジャッキの取り出し方
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1 デッキボードを開く

2 デッキボードを取り外します。

3 カバーを取り外します。
カバーを取りはずすのが難しい場合は、
キーを使用することができます。

4 アダプターソケットを応急用タ
イヤのクランプボルトに取り付
けます。

5 ホイールナットレンチをジャッ
キハンドルに組み付ける

ボタンでエクステンションが固定されて
いることを確認してください。

6 ジャックハンドルをアダプター
ソケットに接続します。ジャッ
クハンドルを左まわりにまわし
ます。

タイヤは完全に地面まで下がります。

応急用タイヤを下ろす際は、ジャッキハ
ンドルをゆっくりまわしてください。ハ
ンドルを急激にまわすと、ジャッキ本体
内のワイヤーケーブルがシャフトから外
れ、タイヤが下ろせない場合があります。

応急用タイヤを下ろせない場合は : 

応急用タイヤの取り出し方
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P.368

7 応急用タイヤを引き出してバン
パーに立てかけます。

8 内側の応急用タイヤカバーを取
り外します。

9 セカンダリラッチ  を完全に
押し下げて、保持ブラケット 

 をホイストアセンブリ  か
ら取り外します。

10保持ブラケット  を傾けて、
ホイール開口部に容易に通せる
ようにします。保持ブラケット
をホイール開口部に通した後、
ホイストアセンブリ  を取り
外します。
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11外側の応急用タイヤカバーを取
り外します。

知識
n応急タイヤを下ろせないときは

応急タイヤが下ろせないときは、正しく
収納されていないおそれがあります。次
の手順に従ってください。
1 ジャッキハンドルを右まわりにまわし

て、カチッという音が2回聞こえ、
ジャッキ ハンドルがスキップするま
で、応急タイヤクランプボルトを完全
に締めます。

2 ジャッキハンドルを左まわりにまわし
て応急タイヤを下げます。

それでも応急タイヤが下がらない場合は、
ジャッキハンドルを右まわりにまわして
応急タイヤクランプボルトを再度完全に
締め付けます。その後、左まわりに少な
くとも2回転まわして応急タイヤを下げ

ます。

それでも応急タイヤが下がらない場合は、
ワイヤーケーブルが断線しているおそれ
があります。ただちにトヨタ販売店で点
検を受けてください。

1 輪止めをする

警告
n応急用タイヤを収納するとき

ボディと応急用タイヤとのあいだに、
指などを挟まないように注意してくだ
さい。

パンクしたタイヤの交換

パンクしたタイヤ 輪止めの位置

左側前輪 右側後輪うしろ

右側前輪 左側後輪うしろ

左側後輪 右側前輪前

右側後輪 左側前輪前
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2 ナットを少し（約1 回転）ゆる
める

3 ジャッキ頭部の凹み部が、
ジャッキセット位置の中央あた
りに軽くあたるまで、ジャッキ 
 部を手でまわす

ジャッキセット位置はロッカーパネルの
下にあります。ジャッキセットの位置を
示します。

4 タイヤが地面から少し離れるま
で、車体を上げる

5 ナットすべてを取りはずし、タ
イヤを取りはずす

タイヤを直接地面に置くときは、ホイー
ルの表面に傷が付かないよう表面を上に
します。

警告
nタイヤ交換について

l走行直後、ディスクホイールやブ
レーキまわりなどにはふれないでく
ださい。走行直後のディスクホイー
ルやブレーキまわりは高温になって
いるためタイヤ交換などで手や足な
どがふれると、やけどをするおそれ
があります。

l次のことをお守りいただかないと
ナットがゆるみ、ホイールがはずれ
落ち、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

･ ねじ部にオイルやグリースを塗らな
いナットを締めるときに必要以上に
締め付けられ、ボルトが破損したり、
ディスクホイールが損傷するおそれ
があります。ナットを取り付けると
きに、オイルやグリースがねじ部に
付いている場合はふき取ってくださ
い。

･ タイヤを交換したあとは、速やかに
締め付けトルクを確認してください。
締め付けトルク：103N・m
（1050kgf・cm）

･ タイヤの取り付けには、使用してい
るホイール専用のナットを使用する
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1 ホイール接触面の汚れをふき取
る

ホイール接触面が汚れていると、走行中
にナットがゆるみ、タイヤがはずれるお

それがあります。

2 応急用タイヤを取り付け、タイ
ヤががたつかない程度まで手で
ナットを仮締めする

ナットのテーパー部がホイールのシート
部に軽くあたるまでまわす

ディスクホイール
ワッシャー

3 車体を下げる

4 ホイールナットレンチを使用
し、図の番号順でナットを2、
3 度しっかり締め付ける

警告
･ ボルトやナットのねじ部や、ホイー
ルのボルト穴につぶれや亀裂などの
異常がある場合は、トヨタ販売店で
点検を受ける

･ 損傷が激しいホイール装飾品は取り
付けないでください。走行中にホ
イールから外れるおそれがあります。

l次のことをお守りいただかないと重
大な傷害におよぶおそれがあります。

･ ホイールオーナメントを手で取り外
そうとしないでください。予期せぬ
怪我を避けるため、オーナメントの
取り扱いには十分ご注意ください。

･ 応急用タイヤを車両の下から取りは
ずす前に、応急用タイヤを完全に地
面まで下ろしてください。

nパワーバックドア装着車のパンクし
たタイヤの交換について

タイヤ交換時などには、必ずパワー
バックドアメインスイッチを切ってく
ださい。パワーバックドアメインス
イッチを切っておかないと、誤ってパ
ワーバックドアスイッチにふれた場合、
バックドアが意図せず作動し、手や指
を挟んでけがをするおそれがあります。

応急用タイヤの取り付け
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締め付けトルク：103N・m
（1050kgf・cm）

1 センターホイールオーナメント
を裏側から押して取り外しま
す。

ホイールオーナメントを紛失しないよう
にご注意ください。

2 タイヤの内側を手前に向けてバ
ンパーに立て、外側の応急用タ
イヤカバーを取り付けます。

3 ホイストアセンブリ  と保持
ブラケット  をホイール開口
部に通します。

4 セカンダリラッチ  を完全に
押し下げて、ブラケット  を
ホイストアセンブリ  に取り
付けます。

すべての工具・ジャッキ・パン
クしたタイヤを収納する
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5 タイヤの外側（バルブステム）
を上に向けて地面に置きます。

6 タイヤを持ち上げる前に、ホイ
ストアセンブリがホイール開口
部に対して垂直になっているこ
とを確認してください。（タイ
ヤは車両の真下、ワイヤーケー
ブルが垂れ下がっている場所の
近くに置くようにしてくださ
い。）

バルブステム
7 ジャッキハンドルとアダプター

ソケットを使用して、タイヤが
正しい位置になり、ジャッキハ
ンドルがスキップして 2 回カ
チッという音がするまで、タイ
ヤクランプボルトを右まわりに
まわして締めます。

8 内側応急用タイヤカバーを外側
応急用タイヤカバーに取り付け
ます。

9 締め付けた後に緩んでいないこ
とを確認してください。

1 タイヤを押したり引いたりする
2 タイヤを回転させる
タイヤが周囲の部品に引っかかっていな
いことを目視で確認してください。緩み
や組み付け不良がある場合は、手順2～
9をくり返してください。

10タイヤが下がったり乱れたりし
たときは、手順 9 を繰り返す

11ジャッキとすべての工具を収納
する
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警告
nパンクしたタイヤを収納するとき

lタイヤの収納に記載されている手順
に従わなかった場合、応急用タイヤ 
キャリアが損傷したり、タイヤが紛
失したりするおそれがあり、その結
果、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがありま
す。

l応急タイヤのクランプボルトをまわ
す際は、インパクトレンチを絶対に
使用しないでください。この注意事
項を守らないと、運転中にタイヤが
脱落し、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

nツールとジャッキを使用した後は

衝突や急ブレーキの際に人身事故が発
生する可能性を減らすため、運転する
前にすべての工具とジャッキが保管場
所にしっかりと固定されていることを
確認してください。

注意
nタイヤ交換について

ホイール・タイヤまたはタイヤ空気圧
警告バルブとトランスミッターを取り
外したり取り付けたりするときは、正
しく取り扱わないとタイヤ空気圧警告
バルブとトランスミッターが損傷する
おそれがあるため、トヨタ販売店にご
連絡ください。

nパンクしたタイヤを収納するときは

lタイヤと車両の下部の間に物が挟
まっていないことを確認してくださ
い。

l応急用タイヤクランプボルトをしっ
かりと締め、スペアホイールキャリ
アをフックで固定します。

lパンクしたタイヤは応急用タイヤ収
納部に収納してください。応急用タ
イヤを収納しないと、応急用タイヤ
キャリアが損傷するおそれがありま
す。適切な保管は、衝突や急ブレー
キ時の怪我のリスクを軽減します。

lできるだけ早く通常のタイヤと交換
してください。

n応急用タイヤの適切な保管について

lタイヤを収納する際にホイストアセ
ンブリが傾いていると、ホイストア
センブリがホイール開口部に引っか
かってタイヤが適切に上昇せず、ホ
イールまたはワイヤーケーブルが損
傷するおそれがあります。

lタイヤをホイストアセンブリに装着
していない状態で応急用タイヤクラ
ンプボルトをまわさないでください。
ワイヤーケーブルがユニット内の
シャフトから外れ、ワイヤーケーブ
ルの昇降ができなくなるおそれがあ
ります。タイヤをホイストアセンブ
リに装着していない状態で応急用タ
イヤクランプボルトをまわしてもワ
イヤーケーブルの昇降ができない場
合は、トヨタ販売店にご連絡くださ
い。
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次の原因が考えられます。
l 電子キーが正常に働いていない
可能性があります。 (P.376)

l 燃料が入っていない可能性があ
ります。給油してください。

l イモビライザーシステムに異常
がある可能性があります。 
(P.61)

l 電子キーの電池切れやヒューズ
切れなど、電気系統異常の可能
性があります。異常の種類に
よっては、ハイブリッドシステ
ムを一時的な処置で始動するこ
とができます。 (P.374)

次の原因が考えられます。
l 補機バッテリーあがりの可能性
があります。 (P.378)

l 補機バッテリーのターミナルが
ゆるんでいる可能性があります。

次の原因が考えられます。
l 補機バッテリーのターミナルが
はずれている可能性があります。

l 補機バッテリーあがりの可能性
があります。 (P.378)

対処の方法がわからないとき、あるいは
対処をしてもハイブリッドシステムが始
動できないときは、トヨタ販売店にご連
絡ください。

通常のハイブリッドシステム始動
操作でハイブリッドシステムが始
動しないときは、次の手順でハイ
ブリッドシステムが始動する場合
があります。緊急時以外は、この
方法で始動させないでください。
1 パーキングブレーキがかかって

いることを確認するため、パー
キングブレーキスイッチを引く 
(P.159)

メーター内のパーキングブレーキ表示灯
が点灯します。

2 シフトレバーがP の位置にある
ことを確認する

3 パワースイッチをACCにする
4 ブレーキペダルをしっかり踏ん

でパワースイッチを約15 秒以
上押し続ける

上記の方法でハイブリッドシステ
ムが始動しても、システムの故障
が考えられます。ただちにトヨタ
販売店で点検を受けてください。

ハイブリッドシステムが始
動できないときは

ハイブリッドシステムが始動で
きない原因は状況によって異な
ります。次のことをご確認いた
だき、適切に対処してください。

正しいハイブリッドシステムの
始動方法に従っても始動できな
い (P.150)

室内灯・ヘッドランプが暗い／
ホーンの音が小さい、または鳴
らない場合

室内灯・ヘッドランプが点灯し
ない／ホーンが鳴らない場合

緊急時の始動について
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l 燃料給油口開閉スイッチが操作
できない場合は、ラゲージルー
ム内のカバーを外し、レバーを
引いて燃料給油口を開けてくだ
さい。

l レバー操作で給油口を開けると、
燃料タンク内の圧力が十分に下
がらないため、給油前に燃料タ
ンク内の圧力が十分に下がらな
い場合があります。燃料の吹き
出しを防ぐため、キャップをは
ずす際はゆっくりとまわしてく
ださい。給油中は、燃料タンク
内の空気が排出され、給油口か
ら燃料が吹き出すことがありま

キーをなくしたときは

キーナンバープレートに打刻さ
れたキーナンバーと残りのメカ
ニカルキーから、トヨタ販売店
でトヨタ純正品の新しいメカニ
カルキーを作ることができます。

キーナンバープレートは車の中
以外の安全な場所（財布の中な
ど）に保管してください。

注意
n電子キーを紛失したとき

電子キーを紛失した状態で放置すると、
盗難の危険性が極めて高くなります。
車両に付属している残りの電子キーを
すべてお持ちの上、ただちにトヨタ販
売店にご相談ください。

燃料給油口が開かないとき
は

燃料給油口開閉スイッチが操作
できない場合は、トヨタ販売店
にご連絡ください。緊急に給油
が必要な場合は、次の手順で燃
料給油口を開けることができま
す。

燃料給油口のドアを開ける
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す。そのため、燃料タンクへの
燃料の補給は、慎重にゆっくり
と行ってください。

知識
n電子キーが正常に働かないときは

l車両カスタマイズ機能でスマートエン
トリー＆スタートシステムの設定を確
認し、非作動になっている場合には、
作動可能に設定変更してください。 
P.399)

l電子キーが節電モードに設定されてい
ないことを確認してください。設定さ
れている場合は解除してください。 
(P.110)

n ドアのロックを解除するには
メカニカルキー (P.94) を使っ
て次の操作ができます。

電子キーが正常に働かない
ときは

電子キーと車両間の通信がさま
たげられたり (P.111) 、電子
キーの電池が切れたときは、ス
マートエントリー＆スタートシ
ステムとワイヤレスリモコンが
使用できなくなります。このよ
うな場合、次の手順でドアを開
けたり、ハイブリッドシステム
を始動したりすることができま
す。

ドアの施錠・解錠
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1 全ドア施錠
2 全ドア解錠

知識
nキー連動機能

1 ドアガラスとムーンルーフ※ が閉ま
る（まわし続ける）

2 ドアガラスとムーンルーフ※ が開く
（まわし続ける）

トヨタ販売店での設定が必要です。
※装備されている場合

1 シフトレバーがP の状態でブ
レーキペダルを踏む

2 図のように、電子キーでパワー
スイッチにふれる

電子キーを認識するとブザーが鳴り、
ON へ切りかわります。

車両カスタマイズ機能でスマートエント
リー＆スタートシステムの設定が非作動
になっている、かつACC カスタマイズ
がON のときは、ACC へ切りかわりま
す。

3 ブレーキペダルをしっかりと踏
み込んで、マルチインフォメー
ションディスプレイに  が
表示されていることを確認する

4 パワースイッチを短く確実に押
す

処置をしても作動しないときは、
トヨタ販売店にご連絡ください。

知識
nハイブリッドシステム停止方法

通常のハイブリッドシステムの停止方法
と同様に、パーキングブレーキをかけ、
シフトポジションをP にしてパワース
イッチを押します。

警告
nメカニカルキーを使ってドアガラス
またはムーンルーフを操作するとき

ドアガラスまたはムーンルーフに人が
挟まれるおそれがないことを確認して
から操作してください。またお子さま
には、メカニカルキーによる操作をさ
せないでください。お子さまや他の人
がドアガラスまたはムーンルーフに挟
まれたり巻き込まれたりするおそれが
あります。

ハイブリッドシステム始動の方
法
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n電子キーの電池交換

ここで説明しているハイブリッドシステ
ムの始動方法は一時的な処置です。電池
が切れたときは、ただちに電池の交換を
おすすめします。 (P.330)

nパワースイッチのモードの切りかえ

ハイブリッドシステム始動方法の手順3
で、ブレーキペダルから足を離してパ
ワースイッチを押すと、ハイブリッドシ
ステムが始動せず、スイッチを押すごと
にモードが切りかわります。 (P.152)

補機バッテリーがあがった
ときは

補機バッテリーがあがった場合、
次の手順でハイブリッドシステ
ムを始動することができます。
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ブースターケーブルと12V の
バッテリー付き救援車があれば、
次の手順に従って、ハイブリッド
システムを始動させることができ
ます。
1 電子キーを携帯していることを

確認する
ブースターケーブル接続時、場合によっ
ては、オートアラームが作動し自動的に
ドアが施錠されます。 (P.63)

2 ボンネットを開けて 
(P.306) 、ヒューズボック
スのカバーをはずす

3 ヒューズボックス内の救援用端
子のカバーを開ける

4 赤色のブースターケーブルを自車の補機バッテリーの＋端子  につ
なぎ、もう一方の端を救援車のバッテリーの＋端子  につなぐ。そ
の後、黒色のブースターケーブルを救援車のバッテリーの－端子  
につなぎ、もう一方の端を金属部  につなぐ

ハイブリッドシステムを再始動
するには
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ブースターケーブルは、指定の端子および接続箇所に届くものを使用してください。

補機バッテリーの＋端子（自車）
バッテリーの＋端子（救援車）
バッテリーの－端子（救援車）
図に示す金属部

5 救援車のエンジンをかけ、回転
を少し高めにして、約5 分間自
車の補機バッテリーを充電する

6 パワースイッチがOFF の状態
でいずれかのドアを開閉する

7 救援車のエンジン回転を維持し
たまま、パワースイッチをいっ
たんON にしてからハイブリッ
ドシステムを始動する

8 “READY” インジケーターが
点灯することを確認する点灯し
ない場合はトヨタ販売店にご連
絡ください。

9 ハイブリッドシステムが始動し
たら、ブースターケーブルをつ
ないだときと逆の順ではずす

10救援用端子カバーを閉じ、
ヒューズボックスのカバーをも
とどおりに取り付ける

ハイブリッドシステムが始動して

も、早めにトヨタ販売店で点検を
受けてください。

知識
n補機バッテリーあがり時の始動につい
て

この車両は、押しがけによる始動はでき
ません。

n補機バッテリーあがりを防ぐために

lハイブリッドシステムが停止している
ときは、ランプやオーディオの電源を
切ってください。

l渋滞などで長時間止まっているときは、
不必要な電装品の電源を切ってくださ
い。

n補機バッテリーがあがってしまったと
きは

lコンピューターに記憶されている情報
が消去されます。補機バッテリーがあ
がったときはトヨタ販売店で点検を受
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けてください。

l初期設定が必要な機能があります。 
(P.410)

n補機バッテリー端子をはずすときは

補機バッテリー端子をはずすと、コン
ピューターに記憶されている情報が消去
されます。補機バッテリー端子をはずす
ときは、トヨタ販売店にご相談ください。

n補機バッテリーの充電について

補機バッテリーの電力は、車両を使用し
ていないあいだも、一部の電装品による
消費や自然放電のために、少しずつ消費
されています。そのため、車両を長期間
放置すると、補機バッテリーがあがって
ハイブリッドシステムを始動できなくな
るおそれがあります。（補機バッテリーは
ハイブリッドシステムの作動中に自動で
充電されます）

n補機バッテリーあがり時や取りはずし
時など

l補機バッテリー脱着直後はスマートエ
ントリー＆スタートシステムによるド
アの解錠ができない場合があります。
解錠できなかった場合はワイヤレスリ
モコン、またはメカニカルキーで解錠・
施錠を実施してください。

l補機バッテリー脱着後、最初の始動操
作ではハイブリッドシステムが始動で
きないことがありますが異常ではあり
ません。再度始動操作を行ってくださ
い。

l車両は常にパワースイッチの状態を記
憶しています。補機バッテリーあがり
時、補機バッテリー脱着後は、バッテ
リーをはずす前の状態に復帰します。
補機バッテリーを脱着する際は、パ
ワースイッチをOFF にしてから行って
ください。補機バッテリーがあがる前
の状態が不明の場合、補機バッテリー
接続時は特に注意してください。

lパワーバックドア装着車：パワーバッ
クドアを初期化する必要があります。 
(P.105)

n補機バッテリーを交換するときは

l欧州規格バッテリーを使用してくださ
い。

l交換前と同一のケースサイズ（LN2）、
20 時間率容量（20HR）が同等
（55Ah）以上、かつ性能基準値
（CCA）が同等（345A）以上の補機
バッテリーを使用してください。

･ 大きさが異なると、補機バッテリーが
正しく固定されません。

･ 20 時間率容量が小さいと、車両を使用
していない時期が短い期間であっても
補機バッテリーがあがって、ハイブ
リッドシステムの始動ができなくなる
おそれがあります。

lハンドル付きの補機バッテリーを使用
してください。ハンドルのない補機
バッテリーを使用すると、取り外しが
難しくなります。

l交換後は補機バッテリーの排気口に次
のものをしっかりと取り付けてくださ
い。

･ 交換前の補機バッテリーに付属してい
た排気ホースを使用し、車両の穴部分
にしっかりと接続されていることを確
認してください。

･ 交換する補機バッテリーに付属の排気
口プラグ、または交換前の補機バッテ
リーに装着されていた排気口プラグを
使用してください。（交換する補機バッ
テリーによっては、排気口がふさがれ
ている場合があります。）
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排気穴

排気穴栓

排気ホース

車両穴部

詳しくは、トヨタ販売店にご相談くださ
い。

警告
n補機バッテリー端子をはずすときは 

必ず－端子を先にはずしてください。
＋端子を先にはずすと、＋端子が周辺
の金属部分にふれた場合、火花が発生
し火災につながるおそれがある他、感
電し重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

n補機バッテリーのマイナス端子につ
いて

ボデーに接続された補機バッテリーの
マイナス端子をはずさないでください。
誤ってはずすとプラス端子と接触し、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

n補機バッテリーの引火または爆発を
防ぐために

補機バッテリーから発生する可燃性ガ
スに引火して爆発するおそれがあり危
険ですので、火や火花が発生しないよ
う、次のことをお守りください。

lブースターケーブルは正しい端子ま
たは接続箇所以外に接続しない

l“+” 端子に接続したブースター
ケーブルの先を付近のブラケットや
未塗装の金属部に接触させない

lブースターケーブルは＋側と－側の
端子を絶対に接触させない

l補機バッテリー付近では、喫煙した
りマッチやライターなどで火を起こ
さない

n補機バッテリーの取り扱いについて

補機バッテリー内には有毒で腐食性の
ある酸性の電解液が入っており、また
関連部品には鉛または鉛の混合物を含
んでいるので、取り扱いに関し、次の
ことを必ずお守りください。

l補機バッテリーを取り扱うときは保
護メガネを着用し、バッテリー液
（酸）が皮膚・衣服・車体に付着しな
いようにする

l必要以上、顔や頭などを補機バッテ
リーに近付けない

l誤ってバッテリー液が体に付着した
り目に入ったりした場合、ただちに
大量の水で洗い、すぐに医師の診察
を受けるまた、医師の診察を受ける
まで、水を含ませたスポンジや布を
患部にあてておく

l補機バッテリーや周辺部品の取り扱
い後は手を洗う

lお子さまを補機バッテリーに近付け
ない
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警告
n補機バッテリーあがりの処置をした
あと

早めにトヨタ販売店で補機バッテリー
の点検を受けてください。補機バッテ
リーが劣化している場合、そのまま使
い続けると補機バッテリーから異臭ガ
スが発生し、乗員に健康障害をおよぼ
すおそれがあり危険です。

n補機バッテリーを交換するときは

l液栓やインジケーターがステーに近
いと、バッテリー液（硫酸）がもれ
だすおそれがあります。

l補機バッテリーの交換については、
トヨタ販売店にご相談ください。

l交換後は、交換した補機バッテリー
の排気穴に排気ホースと排気穴栓を
確実に取り付けてください。正しく
取り付けられていないと、可燃性ガ
スが車内に侵入したり、引火して爆
発するおそれがあり危険です。

注意
nブースターケーブルの取り扱いにつ
いて

ブースターケーブルを接続したり、取
りはずすときは、冷却ファンやベルト
に巻き込まれないように十分注意して
ください。

nブースターケーブルを接続するとき
は

指定の端子および接続箇所以外にブー
スターケーブルを接続しないでくださ
い。電子機器に悪影響をおよぼしたり、
破損につながったりするおそれがあり
ます。

n救援用端子について

この車の救援用端子は、他の車から応
急的に補機バッテリーを充電するため
のものです。この救援用端子を使用し
て、他の車のバッテリーあがりを救援
することはできません。
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水温計の針がレッドゾーンに入っ
たり、マルチインフォメーション
ディスプレイに “Engine 
Coolant Temp High Stop in a 
Safe Place See Owner’s 
Manual” が表示されたとき
1 安全な場所に停車し、エアコン

をOFF にしてから、ハイブ
リッドシステムを停止する

2 蒸気が出ている場合：蒸気が出
なくなったことを確認してか
ら、注意してボンネットを開け
る

3 ハイブリッドシステムが十分に
冷えてから、ラジエーターコア

部（放熱部）やホースなどから
の冷却水もれを点検する

ラジエーター
ファン

多量の冷却水もれがある場合は、ただち
にトヨタ販売店に連絡してください。

4 冷却水の量がリザーバータンク
の “FULL” （上限）と 
“LOW” （下限）のあいだに
あるかを点検する

リザーバータンク
“FULL” （上限）
“LOW” （下限）
ラジエターキャップ

5 冷却水が不足している場合は、
冷却水を補給する

冷却水がない場合は、応急措置として水

オーバーヒートしたときは

次のような場合は、オーバー
ヒートの可能性があります。

l 水温計 (P.69) の針がレッ
ドゾーンに入ったり、ハイブ
リッドシステムの出力が低下
する（スピードが出ないなど）

l マルチインフォメーション
ディスプレイに “Engine 
Coolant Temp High Stop 
in a Safe Place See 
Owner’s Manual” または 
“Hybrid System 
Overheated Output Power 
Reduced” が表示される

l エンジンルームから蒸気が出
る

対処方法
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万
一
の
場
合
に
は

を補給してください。

6 ハイブリッドシステムを始動
し、エアコンを作動させてラジ
エーター冷却用のファンが作動
しているか、およびラジエー
ターコアやホースなどから冷却
水もれがないことを再度確認す
る

ハイブリッドシステムが冷えた状態での
始動直後は、エアコンをON にすること
でファンが作動します。ファンの音や風
で確認してください。わかりにくいとき
は、エアコンのON/OFF をくり返して
ください。（ただし、氷点下となる寒冷時
はファンが作動しないことがあります）

7 ファンが作動していない場合：
すぐにハイブリッドシステムを
停止し、トヨタ販売店に連絡す
る
ファンが作動している場合：最
寄りのトヨタ販売店で点検を受
ける

8 マルチインフォメーションディ
スプレイに “Engine Coolant 
Temp High Stop in a Safe 
Place See Owner’s 
Manual” が表示されたとき

メッセージが消えない場合：ハイブリッ
ドシステムを停止し、トヨタ販売店にご
連絡ください。メッセージが表示されな
い場合：最寄りのトヨタ販売店で車両を
点検してください。

マルチインフォメーションディス
プレイに “Hybrid System 
Overheated Output Power 
Reduced” が表示されたとき
1 安全な場所に停車する
2 ハイブリッドシステムを停止

し、注意してボンネットを開け
る

3 ハイブリッドシステムが十分に
冷えてから、ラジエーターコア
部（放熱部）やホースなどから
の冷却水もれを点検する

ラジエーター
ファン

多量の冷却水もれがある場合は、ただち
にトヨタ販売店に連絡してください。

4 冷却水の量がリザーバータンク
の “FULL” （上限）
と、“LOW” （下限）のあい
だにあるかを点検する

リザーバータンク
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“FULL”（上限）
“LOW”（下限）

5 冷却水が不足している場合は、
冷却水を補給する

冷却水がない場合は、応急措置として水
を補給してください。

6 ハイブリッドシステムを停止し
てから5 分以上経過したあと
で、ハイブリッドシステムを始
動し、マルチインフォメーショ
ンディスプレイを確認する

表示が消えない場合：ハイブリッドシス
テムを停止してトヨタ販売店に連絡する
表示が消えている場合：ハイブリッドシ
ステムの温度が低下したため、通常走行
が可能です。

ただし、そのあともひんぱんに表示され
る場合は、トヨタ販売店に連絡してくだ
さい。

警告
nエンジンルームを点検しているとき

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、やけどなどの重大
な傷害を受けるおそれがあります。

lエンジンルームから蒸気が出ている
場合は、蒸気が出なくなるまでボン
ネットを開けないでください。エン
ジンルーム内が高温になっています。

lハイブリッドシステムの停止後は、 
“READY” インジケーターが消灯
していることを確認してください。
ハイブリッドシステムが作動してい
ると、ガソリンエンジンが自動的に
動き出したり、ガソリンエンジンが
停止していても、冷却ファンが急に
まわり出すことがあります。ファン
などの回転部分にふれたり、近付い
たりすると、手や着衣（特にネクタ
イ・スカーフ・マフラーなど）が巻
き込まれたりして、重大な傷害を受
けるおそれがあり危険です。

lハイブリッドシステムおよびラジ
エーターが熱い場合は冷却水リザー
バータンクのキャップを開けないで
ください。高温の蒸気や冷却水が噴
き出すおそれがあります。

注意
n冷却水を入れるとき

ハイブリッドシステムが十分に冷えて
からゆっくり入れてください。ハイブ
リッドシステムが熱いときに急に冷た
い冷却水を入れると、ハイブリッドシ
ステムが損傷するおそれがあります。

n冷却系統の故障を防ぐために

次のことをお守りください。

l異物（砂やほこりなど）を冷却水に
混入させない

l冷却水用添加剤を使用しない
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1 パーキングブレーキをかけシフ
トレバーをP にして、ハイブ
リッドシステムを停止する

シフトレバーをP にしたあとは、シフト
レバーのボタンを押さないでください。

2 前輪周辺の土や雪などを取り除
く

3 前輪の下に木や石などをあてが
う

4 ハイブリッドシステムを再始動
する

5 シフトレバーを確実にD また
は R にし、パーキングブレーキ
を解除して注意しながらアクセ
ルペダルを踏む

知識
n脱出しにくいとき

 スイッチを押して TRC を OFF にし

てください。

スタックしたときは

ぬかるみや砂地・雪道などでタ
イヤが空転したり埋まり込んで
動けなくなったときは次の方法
を試みてください。

脱出するには

警告
n脱出するとき

前進と後退をくり返してスタックから
脱出する場合、他の車・ものまたは人
との衝突を避けるため周囲に何もない
ことを確認してください。スタックか
ら脱出するとき、車が前方または後方
に飛び出すおそれがありますので、特
に注意してください。

nシフトレバーを操作するとき

アクセルペダルを踏み込んだまま操作
しないように気を付けてください。車
が急発進し、思わぬ事故につながるお
それがあり危険です。

注意
nトランスミッションやその他の部品
への損傷を避けるために

l前輪が空転するのを避け、必要以上
にアクセルペダルを踏まないでくだ
さい。

l上記の方法で脱出できなかった場合、
けん引による救援が必要です。
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8-1. 仕様一覧

n 車台番号
車両識別番号（VIN）は、お客様
の車両の法的な識別番号です。こ
れは、お客様のトヨタ車の主要な
識別番号であり、車両の所有権登
録に使用されます。
 右前席の下
この番号は右前席の下に刻印され
ています。
1 カーペットを裏返します。

2 フロアパネル絶縁パッドを取り
外します。

 左側センターピラー
この番号は製造もとのラベルにも
記載されています。

n エンジン番号
エンジン番号は、図のようにエン
ジン ブロックに刻印されていま
す。

メンテナンスデータ（指定燃料・オイル量など）

車両識別
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車
両
情
報

※1オーストラリア向け
※2ニュージーランド向け

 前方

 後方

エンジン

モデル A25A-FXS

種類 直列4気筒・4サイクル・ガソリン

ボアとストローク 87.5  103.48 mm

排水量 2487 cm3

バルブクリアランス（エンジン冷間時） 自動調整

燃料

燃料の種類 無鉛レギュラーガソリン

オクタン価
95以上※1

91以上※2

容量［L］（参考値） 65

電動モーター（トラクションモーター）

種類 永久磁石同期モーター

最大出力 134 kW

最大トルク 270 N•m

種類 永久磁石同期モーター

最大出力 40 kW

最大トルク 121 N•m

ハイブリッドバッテリー（トラクションバッテリー）

種類 ニッケル水素電池

電圧 7.2 V/ モジュール

容量 6.5 Ah（3時間）
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n 容量［L］（参考値※）

※エンジンオイルの容量は交換する際の
目安です。オイル量の確認は、エンジ
ンの暖機後にハイブリッドシステムを
停止し、5 分以上経過してからレベル
ゲージで行ってください。

n エンジンオイル推奨粘度
トヨタ車には “Toyota Genuine 
Motor Oil ” が使用されていま
す。下記のグレードと粘度を満た
す、トヨタ認定の “Toyota 
Genuine Motor Oil” または同等
品をご使用ください。
オイルグレード：
0W-16:
API グレードSN 
“Resource-Conserving”, SN 
PLUS 
“Resource-Conserving” また
はSP 
“Resource-Conserving”; また
は ILSAC GF-6B マルチグレード
エンジンオイル
0W-20, 5W-20, 5W-30 and 
10W-30:
API グレードSL 
“Energy-Conserving”, SM 

“Energy-Conserving”, SN 
“Resource-Conserving”, SN 
PLUS 
“Resource-Conserving” また
はSP 
“Resource-Conserving”; また
は ILSAC GF-6A マルチグレード
エンジンオイル
推奨粘度 (SAE)：

外気温 ( ℃ )
推奨

SAE 0W-16 は、燃費の向上と寒
冷地での始動性の向上に最適です。
極低温時にSAE10W-30以上の
粘度のエンジンオイルを使用する
と、エンジンが始動しにくくなる
場合がありますので、
SAE0W-16、0W-20、5W-20、
5W-30のエンジンオイルの使用
をお勧めします。
オイル粘度について（例として
0W-16 で説明します）：

量 40モジュール

公称電圧 288 V

エンジンオイル

オイルとオ
イルフィル
ター交換

4.3

オイルのみ
交換

4



393

8

8-1. 仕様一覧
車
両
情
報

･ 0W-16 の 0W は、低温時のエ
ンジン始動特性を示しています。
W の前の数値が小さいほど冬場
や寒冷時のエンジン始動が容易
になります。

･ 0W-16 の 16 は、高温時の粘
度特性を示しています。

オイル容器ラベルの読み方：
一部のオイル容器には、使用する
オイルの選択に役立つよう、日本
自動車規格協会（JASO）GLV-1
マークが付けられています。

API マーク
上部 : “API SERVICE SP” は、アメ
リカ石油協会（API）によるオイル品質
指定を意味します。
中央部分 : “SAE 0W-16” は SAE粘
度グレードを意味します。
下部 : “Resource-Conserving” と
は、燃料節約および環境保護機能を備え
たオイルであることを意味します。

ILSAC CERTIFICATION マー
ク

容器の前面に国際潤滑油規格諮問委員会 
(ILSAC) 認証マークが表示されていま
す。

ラジエーター

容量［L］（参
考値）

ガソリンエン
ジン

9.4

パワーコント
ロールユニッ
ト

1.9

クーラントの種類

次のいずれかを使用します。

l“Toyota Super Long Life Coolant”

l長寿命ハイブリッド有機酸技術を採用した、同様の高
品質エチレングリコールベースの非シリケート、非ア
ミン、非亜硝酸塩、非ホウ酸塩冷却剤

普通の水だけを使用しないでください。
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※交換が必要な際はトヨタ販売店にご相談ください。

※交換が必要な際はトヨタ販売店にご相談ください。

点火システム（スパークプラグ）

指定銘柄 DENSO FC16HR-Q8

ギャップ 0.8 mm

注意
nイリジウムチップスパークプラグ

イリジウムチップ付きスパークプラグのみを使用してください。スパークプラグの
ギャップを調整しないでください。

電気系統（補機バッテリー）

20℃での開放電圧 :
12.0V 以上（パワースイッチをOFFにし、ハイ
ビームを30秒間点灯してください。）

充電速度 最大5 A

ハイブリッドトランスミッション

容量［L］（参考値※） 4.0

指定銘柄 Toyota Genuine ATF WS

注意
nハイブリッドトランスミッションフルードについて

指定銘柄以外のフルードを使用すると、振動・異音の発生や、故障などの原因になる
おそれがあります。

リヤディファレンシャル（リヤ電気モーター）

容量［L］（参考値※） 1.7

指定銘柄 Toyota Genuine ATF WS

注意
nトランスミッションフルードについて

指定銘柄以外のフルードを使用すると、振動・異音の発生や、故障などの原因になる
おそれがあります。
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※ハイブリッドシステムが作動している状態で、300N の踏力をかけたときの床板と
のすき間の最小値

 タイプ A

ブレーキ

踏み込んだときの床板とのすき間※ 110以上

遊び 1  6

指定銘柄
SAE J1703 or FMVSS No. 116 DOT 3

SAE J1704 or FMVSS No. 116 DOT 4

ステアリング

遊び 30 mm 未満

タイヤ・ホイール

タイヤサイズ 235/65R18 106V

タイヤが冷えているときの
空気圧 kPa（kg/cm2）

前輪

250 (2.5)

後輪

250 (2.5)

応急用タイヤ

250 (2.5)

ホイールサイズ 18  8 J

ホイールナット締め付けト
ルク

103N・m（1050kgf・cm）
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 タイプ B

知識
nトレーラーをけん引について

推奨タイヤ空気圧に 20.0 kPa (0.2 kgf/cm 2 または bar、3 psi) を追加し、時速 
100 km (62 mph) 以下の速度で運転します。

タイヤサイズ 235/55R20 102V

タイヤが冷えているときの
空気圧 kPa（kg/cm2）

前輪

250 (2.5)

後輪

250 (2.5)

応急用タイヤ

250 (2.5)

高速運転（時速160km [100mph] 以上）（法律でその
ような速度が許可されている国の場合）

前後タイヤに10 kPa（0.1 kgf/cm 2 または bar、1 
psi）の空気圧を加えてください。タイヤのサイドウォー
ルに記載されている最大冷間空気圧を超えないようにし
てください。

ホイールサイズ 20  8 J

ホイールナット締め付けト
ルク

103N・m（1050kgf・cm）

電球（バルブ）

電球
W（ワッ
ト）数

種類

車外

フロント方向指示灯（バルブタイプ） 21 A

リヤ方向指示灯（バルブタイプ） 21 A

後退灯（バルブタイプ） 16 B

ナンバープレート灯 5 B

車内

ドアカーテシランプ 5 B

バニティランプ 8 B

リヤパーソナルランプ 8 B

リヤインテリアランプ 8 C
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A: ウェッジベース電球（アンバー）
B: ウェッジベース電球（クリア）
C: ダブルエンド電球（クリア）
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知識
nガソリンエンジンにおけるエタノール
混合ガソリンの使用

トヨタは、エタノール含有量が10%ま
でのエタノール混合ガソリンの使用を許
可しています。使用するエタノール混合
ガソリンのリサーチオクタン価が上記を
満たしていることを確認してください。

nエンジンから異常音がするとき

lトヨタ販売店にご相談ください。

l加速時や上り坂走行中に、短時間だけ
軽いノッキング音が聞こえる場合があ
りまが、異常ではありません。

燃料情報

無鉛レギュラーガソリンのみを
使用してください。

オーストラリアの場合 : 最適な
エンジン性能を得るには、リ
サーチオクタン価 95 以上の無
鉛レギュラーガソリンを選択し
てください。

ニュージーランドの場合 : 最適
なエンジン性能を得るには、リ
サーチオクタン価 91 以上の無
鉛レギュラーガソリンを選択し
てください。

注意
n燃料品質に関する注意事項

l不適切な燃料を使用しないでくださ
い。不適切な燃料を使用すると、エ
ンジンが損傷します。

lマンガン、鉄、鉛などの金属添加物
が入ったガソリンは使用しないでく
ださい。エンジンや排出ガス制御シ
ステムに損傷を与えるおそれがあり
ます。

l金属添加剤を含む市販の燃料添加剤
は使用しないでください。

lM15、M85、M100などのメタ
ノール混合ガソリンは使用しないで
ください。メタノールを含むガソリ
ンを使用すると、エンジンの損傷や
故障のおそれがあります。
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8-2. カスタマイズ機能

n マルチメディアで設定するには
1 マルチメディアディスプレイの 

 を選択する

2 “Vehicle customise” を選
択する

3 一覧表示された中から設定を変
更する項目を選択する

各種設定を変更できます。変更可能な設
定の一覧を参照してください。

作動・非作動を変更できる機能では、

 (On)/  (Off) を選択します。

n マルチインフォメーションディ
スプレイで設定するには

1 メーター操作スイッチを押して 
 を選択する

2 メーター操作スイッチを押して
設定変更したい項目にカーソル
を合わせる

3  スイッチを短押しまたは長
押しする

 スイッチの短押し・長押しで設定で

きる内容が異なります。画面に表示され
ている内容に従って操作してください。

知識
nマルチメディアを使用してカスタマイ
ズする場合

安全な場所に停車し、パーキングブレー
キをかけ、シフトレバーをPにしてくだ
さい。また、補機バッテリーの放電を防
ぐため、機能のカスタマイズ中はハイブ
リッドシステムを作動させたままにして
ください。

機能によっては、他の機能と連動して設定がかわるものもあります。詳し
くはトヨタ販売店へお問い合わせください。

ユーザーカスタマイズ機能
一覧

お車に装備されている各種の機
能は、ご希望に合わせてトヨタ
販売店で作動内容を変更するこ
とができます。また、マルチメ
ディア・マルチインフォメー
ションディスプレイの操作によ
り設定を変更することができる
機能もあります。

設定を変更するには

警告
nカスタマイズ設定を行うとき

ハイブリッドシステムが作動している
状態で操作を行うため、車庫内など囲
まれた場所では、十分に換気をしてく
ださい。換気をしないと、排気ガスが
充満し、排気ガスに含まれる一酸化炭
素（CO）により、重大な健康障害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

注意
nカスタマイズを行うときは

補機バッテリーあがりを起こす可能性
がありますので、確実にハイブリッド
システムが作動している状態で実施し
てください。

車両カスタマイズ設定一覧
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マルチメディアの画面操作で設定変更可能
マルチインフォメーションディスプレイで設定変更可能
トヨタ販売店で設定変更可能

記号の定義：O = 利用可能、― = 利用不可

n オートアラーム (P.62)

n メーター、マルチインフォメーションディスプレイ (P.66, 69, 74)

機能の内容 カスタマイズ設定

メカニカルキーを使って解
錠したときのアラーム解除

lあり

lなし
̶ ̶ O

機能の内容※1, 5 カスタマイズ設定

言語 ※4 O O ̶

単位 ※4 O O ̶

メータータイプ

lダイヤル表示無し※2

l1 ダイヤル表示※2

l2 ダイヤル表示

̶ O ̶

メーターデザインタイプ

lカジュアル

lスマート

lタフ

lスポーティー

̶ O ̶

アナログメーター切りかえ

lタコメーター

lスピードメーター※3

lHV システムインジケーター

̶ O ̶

EV インジケーター
lON

lOFF
̶ O ̶

エコアクセラレータガイダ
ンス

lON

lOFF
̶ O ̶

燃費グラフ
lリセット間平均燃費

l始動後平均燃費
̶ O ̶
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※1機能についての詳しい説明は P.76を参照してください。
※2ウィジェットのON/OFF 操作を変更できます。
※31ダイヤル表示が選択されているときにカスタマイズが可能です。
※4設定は車両仕様によって異なります。
※5マイセッティングと連動して設定が変更されます。（一部設定は除外されます。）

n ヘッドアップディスプレイ表示※(P.82)

ドライブインフォ項目

l平均車速

l走行距離

l走行時間

̶ O ̶

TRIP A/B 項目

l平均車速

l走行距離

l走行時間

̶ O ̶

割り込み表示
lON

lOFF
̶ O ̶

提案機能

lON

lON（車両が停止しているとき）

lOFF

O ̶ O

機能の内容 カスタマイズ設定

ヘッドアップディスプレイ
表示

lあり

lなし
̶ O ̶

ゲージ情報

lタコメーター

lハイブリッドシステムインジケーター

lコンテンツなし

̶ O ̶

目的地 /道路名へのルート
案内※

lあり

lなし
̶ O ̶

運転支援システム表示
lあり

lなし
̶ O ̶

機能の内容※1, 5 カスタマイズ設定
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※グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

n リヤシートリマインダー機能 (P.97)

n ドアロック (P.95, 376)

n スマートエントリー＆スタートシステム、ワイヤレスドアロック共通 
(P.95, 109)

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

コンパス※
lあり

lなし
̶ O ̶

オーディオシステムの動作
状況

lあり

lなし
̶ O ̶

機能の内容 カスタマイズ設定

リヤシートリマインダー機
能

lあり

lなし
̶ O ̶

機能の内容 カスタマイズ設定

メカニカルキーによる解錠
l1 回で運転席ドア解錠、連続2 回で全
ドア解錠

l1 回で全ドア解錠
̶ ̶ O

機能の内容 カスタマイズ設定

作動の合図（ブザー音量調
整）※ lレベル0（なし）～レベル7 O ̶ O

作動の合図（非常点滅灯）※
lあり

lなし
O ̶ O

解錠後、ドアを開けなかっ
たときの自動施錠までの時
間

l30 秒

l60 秒

l120 秒

̶ ̶ O

半ドア警告ブザー
lあり

lなし
̶ ̶ O

機能の内容 カスタマイズ設定
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n スマートエントリー＆スタートシステム (P.95, 109)

※解錠されるドアの選択を運転席のみ解錠にしたときに設定できます。

n ワイヤレスドアロック (P.93, 95, 99)

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

n パワーバックドア※1 (P.99)

機能の内容 カスタマイズ設定

スマートエントリー＆ス
タートシステム

lあり

lなし
O ̶ O

解錠されるドアの選択
l全席解錠

l記憶呼び出し機能に連動するドアの選
択

O ̶ O

連続ロック操作の有効回数
l2 回

l無制限
̶ ̶ O

「解錠されるドアの選択」を
運転席のみ解錠に設定時、
ドアハンドルを握って保持
することで全席解錠するま
での時間※

l1.5 秒

l2.0 秒

l2.5 秒

l非作動

̶ ̶ O

機能の内容 カスタマイズ設定

ワイヤレス機能
lあり

lなし
̶ ̶ O

解錠時の操作※
l1 回で運転席ドア解錠、連続2 回で全
ドア解錠

l1 回で全ドア解錠
O ̶ O

盗難防止パニックモード
lあり

lなし
̶ ̶ O

機能の内容 カスタマイズ設定

パワーバックドア機能
lあり

lなし
̶ O ̶

キックセンサー※1
lあり

lなし
̶ O ̶
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※1グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※2バックドア下部のスイッチ操作で設定します。 (P.108)

n ドライビングポジションメモリー※ (P.136)

※グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

n ドアミラー (P.124)

n パワーウインドウとムーンルーフ※ (P.127, 129)

※グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

パワーバックドア全開時の
開度 l1～ 5※2 ̶ O ̶

ブザー音量 lレベル1～レベル3 ̶ O ̶

機能の内容 カスタマイズ設定

記憶呼び出し機能に連動す
るドアの選択

l運転席ドア

l全ドア
̶ ̶ O

機能の内容 カスタマイズ設定

オート電動格納作動

lドアの施錠・解錠と連動

lパワースイッチと連動

lなし

̶ ̶ O

機能の内容 カスタマイズ設定

メカニカルキー連動開閉機
能

lあり

lなし
̶ ̶ O

ワイヤレスリモコン連動開
閉機能

lあり

lなし
̶ ̶ O

ワイヤレスリモコン連動開
閉作動の合図（ブザー）

lあり

lなし
̶ ̶ O

機能の内容 カスタマイズ設定
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n ムーンルーフ※ (P.129)

※グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

n ランプ自動点灯・消灯システム (P.165)

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

n リヤウインドウワイパー (P.173)

機能の内容 カスタマイズ設定

ドアキー連動作動時の開閉
部位

lスライドのみ

lチルトのみ
̶ ̶ O

ワイヤレスリモコン連動作
動時の開閉部位

lスライドのみ

lチルトのみ
̶ ̶ O

機能の内容 カスタマイズ設定

ライトセンサーの感度調整
※ l-2 ～ 2 O ̶ O

ランプ消し忘れ防止機能

lなし

l30秒

l60秒

l90秒

O ̶ O

機能の内容 カスタマイズ設定

バックドア開連動リヤワイ
パー停止機能

lあり

lなし
̶ ̶ O

ウォッシャー液を噴射した
ときのリヤワイパー作動

lあり

lなし
̶ ̶ O

リバース連動機能 
(P.173)

l非作動

l1 回のみ作動

l連続作動

̶ ̶ O
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n PCS（プリクラッシュセーフティ） (P.182)

※パワースイッチをONにするたびに、システムが自動的に有効になります。

n LTA（レーントレーシングアシスト） (P.192)

n RSA（ロードサインアシスト） (P.211)

※1パワースイッチをONにするたびに、システムが自動的に有効になります。
※2補助マークの付いた速度制限を超えた場合、通知ブザーは作動しません。

機能の内容 カスタマイズ設定

プリクラッシュセーフ
ティ※

lあり

lなし
̶ O ̶

警報タイミング

l早い

l中間

l遅い

̶ O ̶

機能の内容 カスタマイズ設定

車線中央維持機能
lON

lOFF
̶ O ̶

アラート感度
l標準

l高い
̶ O ̶

車両揺れ警報機能
lON

lOFF
̶ O ̶

機能の内容 カスタマイズ設定

RSA（ロードサインアシス
ト）※1

lON

lOFF
̶ O ̶

速度標識超過告知方法※2

l表示

l表示とブザー

l無

̶ O ̶

速度超過告知車速

l1 km/h

l3 km/h

l5 km/h

̶ O ̶
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n レーダークルーズコントロール (P.201)

n BSM（ブラインドスポットモニター） (P.214)

n クリアランスソナー (P.218)

n RCTA（リヤクロストラフィックアラート） (P.226)

※クリアランスソナーがある場合のみ設定可能です。

機能の内容 カスタマイズ設定

レーダークルーズコント
ロール（ロードサインアシ
スト付き）

lON

lOFF
̶ O ̶

カーブ速度抑制

lOFF

l弱

l強

̶ O ̶

機能の内容 カスタマイズ設定

ブラインドスポットモニ
ター機能

lあり

lなし
̶ O ̶

ドアミラーインジケーター
の明るさ

l明るい

l暗い
̶ O ̶

接近車両を知らせるタイミ
ング（感度）

l死角で車両を検知した場合のみ

l遅い

l標準

l早い

̶ O ̶

機能の内容 カスタマイズ設定

クリアランスソナー
lON

lOFF
̶ O O

ブザー音量 lレベル1からレベル3 ̶ O O

機能の内容 カスタマイズ設定

リヤクロストラフィックア
ラート機能

lON

lOFF
̶ O ̶

ブザーの音量※ lレベル1からレベル3 ̶ O ̶
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n PKSB（パーキングサポートブレーキ） (P.231)

n フロントオートエアコン (P.258)

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

n イルミネーション (P.271)

機能の内容 カスタマイズ設定

PKSB（パーキングサポー
トブレーキ）機能

lON

lOFF
̶ O ̶

機能の内容 カスタマイズ設定

AUTO スイッチがON のと
き、連動して外気導入と内
気循環を自動的に切りかえ
る※

lする

lしない
O ̶ O

AUTO スイッチをON にし
たとき、A/C スイッチが連
動してON になる※

lする

lしない
O ̶ O

機能の内容 カスタマイズ設定

室内灯の消灯までの時間※1

l7.5 秒

l15 秒

l30 秒

lOFF

O ̶ O

パワースイッチOFF 後の照
明の点灯

lあり

lなし
̶ ̶ O

解錠時の照明の点灯
lあり

lなし
̶ ̶ O

電子キーを携帯して車両に
近づいたときの操作

lあり

lなし
̶ ̶ O

インストルメントパネル
オーナメントランプ※2 と
ドアトリムオーナメントラ
ンプ※2

lあり

lなし
̶ ̶ O
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※1マイセッティングと連動して設定が変更されます。
※2グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

知識
n車両カスタマイズについて

lスマートエントリー＆スタートシステ
ムがOFF の場合、スマートドアロック
解除はカスタマイズできません。

l解錠後、ドアを開けなかったときの自
動施錠が作動したときの合図は、作動
の合図（非常点滅灯）と作動の合図音
量（ブザー音量調整）の設定に依存し
ます。

外側のフットライト※2が
消灯するまでの時間※1

l7.5 秒

l15 秒

l30 秒

lOFF

O ̶ O

電子キーを携帯して車両に
近づくと、外側のフットラ
イト※2が作動します。

lあり

lなし
̶ ̶ O

パワードアロックスイッチ
でドアを解錠した際の外側
フットライト※2の点灯

lあり

lなし
̶ ̶ O

機能の内容 カスタマイズ設定
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8-3. 初期設定

※グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

初期設定が必要な項目

次の項目はバッテリーを再接続したり、メンテナンスを行ったあとなど
に、システムを正しく作動させるために初期設定が必要です。

設定が必要な項目

項目 初期設定が必要なとき 参照先

パワーバックドア※ ･ バッテリーの充電・交換後の再接続
時

P.105

クリアランスソナー
･ バッテリーの充電・交換後の再接続
時

P.221

タイヤ空気圧警報シス
テム

･ 走行速度の変更などにより、タイヤ
の空気圧が変更になったとき

･ タイヤサイズの変更などにより、タ
イヤの指定空気圧が変更になったと
き

･ タイヤローテーションを実施したと
き

･ ID コードの登録を実施したとき

P.320
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1-1. こんなときは（症状別さくいん）

こんなときは（症状別さくいん）

l メカニカルキーをなくした場合、
トヨタ販売店でトヨタ純正の新 
しいメカニカルキーを作ること
ができます。 (P.375)

l 電子キーをなくすと盗難の危険
性が極めて高くなるため、ただ
ちにトヨタ販売店にご相談くだ
さい。 (P.375)

l キーの電池が消耗、または電池
が切れていませんか？ 
(P.330)

l パワースイッチがON になって
いませんか？

施錠するときは、パワースイッチ
をOFF にしてください。 
(P.151)
l 電子キーを車内に置き忘れてい
ませんか？

施錠するときは、電子キーを携帯
していることを確認してください。
l 電波状況により、機能が正常に
働いていない可能性があります。 

(P.111)

l チャイルドプロテクターがか
かっていませんか？

チャイルドプロテクターがかかっ
ていると車内からは開きません。
いったん車外から開けて、チャイ
ルドプロテクターを解除してくだ
さい。 (P.98)

l ブレーキペダルをしっかりと踏
みながらパワースイッチを押し
ていますか？ (P.150)

l シフトレバーはP になっていま
すか？ (P.150)

l キーが車内の検知される場所に
ありますか？ (P.110)

l キーの電池が消耗、または電池
が切れていませんか？ 
(P.330)

このときは、一時的な方法でハイ
ブリッドシステムを始動すること
ができます。 (P.377)
l 補機バッテリーがあがっていま
せんか？ (P.378)

お困りの際は、トヨタ販売店に
ご連絡いただく前にまず次のこ
とを確認してください。

施錠／解錠／ドアの開閉ができ
ないない

キーをなくした

施錠・解錠できない

リヤドアが開かない

故障かな？と思ったら

ハイブリッドシステムが始動で
きない

ブレーキペダルを踏んでいても
シフトレバーがP から動かない
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l パワースイッチはON になって
いますか？

パワースイッチがON でブレーキ
を踏んでも解除できないときは 
(P.157) を参照してください。

l ウインドウロックスイッチが押
されていませんか？

ウインドウロックスイッチが押さ
れていると、運転席以外のパワー
ウインドウは操作できなくなりま
す。 (P.129)

l 一定時間ACC またはON（ハイ
ブリッドシステムが作動してい
ない状態）にしておくと、自動
電源OFF 機能が作動します。 
(P.152)

l シートベルト着用警告灯が点滅
しています

運転者と同乗者はシートベルトを
着用していますか？ (P.354)
l パーキングブレーキインジケー
ターが点灯しています

パーキングブレーキは解除されて
いますか？ (P.159)
状況によっては、他の種類の警告

音が鳴る場合があります。 
(P.352, 359)

l アラームを設定中に車内の誰か
がドアを開けましたか ?

センサーが感知してアラームが鳴
ります。 (P.62)
アラームを無効化または停止する
には、次のいずれかを実行してく
ださい
l ドアのロックを解除してくださ
い。

l パワースイッチをACCまたは
ONの位置に切りかえるか、ハ
イブリッドシステムを始動して
ください。

l 警告灯や警告メッセージが表示
されたときは、 P.352, 359を
ご確認ください。

l 車を安全な場所に停め、パンク
したタイヤを応急用タイヤに交
換してください。 (P.363)

パワーウインドウスイッチを操
作してもドアガラスが開閉しな
い

パワースイッチが自動的にOFF
になった

走行中に警告音が鳴りだした

アラームが作動し、クラクショ
ンが鳴った

警告灯や警告メッセージが表示
されたとき

トラブルが発生した

タイヤがパンクした
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l ぬかるみ・砂地・雪道などで動
けなくなったときの脱出方法を
試してください。 (P.387)

立ち往生した
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アルファベット順さくいん
A/C
（エアコン）.................................258
ABS
（アンチロックブレーキシステム）
....................................................244

ABS（アンチロックブレーキシステ
ム）
警告灯.........................................353

ACA
（アクティブコーナリングアシスト）
....................................................244

AHB
（オートマチックハイビームシステ
ム）..............................................167

BSM
（ブラインドスポットモニター）
....................................................214

ECB
（エレクトロニカリーコントロール
ドブレーキシステム）...............244

EDR
（イベントデータレコーダー）........7
EPS
（エレクトリックパワーステアリン
グ）..............................................244

EPS ( エレクトリックパワーステアリ
ング )
警告灯.........................................354

HUD
（ヘッドアップディスプレイ）.....82
LTA
（レーントレーシングアシスト）
....................................................192

PCS
（プリクラッシュセーフティ）..182
PKSB
（パーキングサポートブレーキ）
....................................................231

RCTA
（リヤクロストラフィックアラート）
....................................................226

RSA
（ロードサインアシスト）.........211
SRS
（サプリメンタルレストレイントシ
ステム）.........................................28

Toyota Safety Sense
AHB ( オートマチックハイビーム )
....................................................167
LTA（レーントレーシングアシス
ト）..............................................192
PCS（プリクラッシュセーフティ）
....................................................182
RSA ( ロードサインアシスト )211
レーダークルーズコントロール
....................................................201

TRC
（トラクションコントロール）..244
VDIM
（ビークルダイナミクスインテグレ
イテッドマネージメント）........244

VSC
（ビークルスタビリティコントロー
ル）..............................................244
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五十音順さくいん
あ

アースポイント（バッテリーあがりの処
置）.....................................................378
アームレスト......................................290
アウターミラー（ドアミラー）

格納のしかた..........................................125
操作.........................................................125
ブラインドスポットモニター（BSM）214
ポジションメモリー..............................136
ミラーヒーター......................................260
リバース連動機能..................................125

明るさの調整
インストルメントパネルライトコントロー
ル.............................................................74

アクセサリーソケット.......................291
アクティブコーナリングアシスト
（ACA）..............................................244
アシストグリップ ..............................290
アラーム

オートアラーム.........................................62
警告ブザー .............................................352

アウターフットランプ
電球（バルブ）の交換..........................335

アンチロックブレーキシステム（ABS）
...........................................................244
警告灯.....................................................353

アンテナ（スマートエントリー＆スター
トシステム）.....................................109

い

EVドライブモード............................154
イグニッションスイッチ（エンジンス
イッチ）
車両を緊急停止するには ......................345

イグニッションスイッチ（パワースイッ
チ）.....................................................150

イグニッションスイッチ（パワースイッ
チ）
車両を緊急停止するには ......................345
モードの切りかえ..................................152

イベントデータレコーダー（EDR）......7
イモビライザーシステム......................61
イルミネーテッドエントリーシステム
..........................................................273
インナーミラー..................................123

う

ウインカー（方向指示灯）
方向指示レバー......................................159

ウインドウ
ウォッシャー..........................................171
パワーウインドウ..................................127
リヤウインドウデフォッガー...............260

ウインドウロックスイッチ...............129
ウォッシャー

スイッチ（フロント）............................171
スイッチ（リヤ）....................................173
冬の前の準備・点検..............................252
フロント .................................................171
リヤ.........................................................173

ウォッシャー液
液の補充 .................................................312

動けなくなったときは（スタック）.387
運転

運転のアドバイス..................................250
寒冷時の運転..........................................252
正しい運転姿勢.........................................23
手順.........................................................142

運転支援機能情報表示 .........................76
運転席シートベルト非着用警告灯...354
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え

エアコン..............................................258
エアコンフィルター..............................326
エコ空調モード......................................261
フロントオートエアコン ......................258
フロント席集中送風モード（S-FLOW）
..............................................................263

リヤオートエアコン..............................265

エアコンフィルター ..........................326
エアバッグ

SRSエアバッグ警告灯........................353
改造・廃棄 ................................................33
警告ブザー .............................................353
作動条件 ....................................................29
正しい姿勢 ................................................23

液体
ウォッシャー液......................................312

エコアクセルガイド .............................78
エコ空調モード..................................261
エコジャッジ.........................................78
エコドライブモード ..........................241
エネルギーモニター .............................87
エレクトリックパワーステアリング
（EPS）..............................................244

警告灯.....................................................354

エンジン
アクセサリーモード..............................152
イグニッションスイッチ（パワースイッ
チ）........................................................150

イモビライザーシステム .........................61
エンジンスイッチ..................................150
オーバーヒート......................................384
緊急時の停止方法..................................345
構成部品 .................................................308
タコメーター.............................................69
ハイブリッドシステムが始動できない374
ハイブリッドシステムの始動方法.......150

パワースイッチ......................................150
パワースイッチ（イグニッションスイッチ
／エンジンスイッチ）.........................150

ボンネット..............................................306

エンジンオイル
警告灯 .....................................................353
点検.........................................................310
冬の前の準備・点検..............................252

エンジンスイッチ
自動電源OFF機能................................152

エンジンスイッチ（パワースイッチ）
..........................................................150
車両を緊急停止するには ......................345

エンジンフード（ボンネット）
開け方 .....................................................306

エンジンルーム
エンジンルームから蒸気が出ている...384

エンジン冷却水
点検.........................................................311

お

応急用タイヤ......................................363
交換方法 .................................................363

オーディオシステム連携表示..............79
オートアラーム.....................................62
オートエアコン

エコ空調モード......................................261

オートマチックハイビーム...............167
オーバーヒート..................................384
オープナー

給油扉 .....................................................176
バックドア..............................................101

お子さまを乗せるとき
12ボルトバッテリーに含まれる化学物質
..............................................................315

お子さまの安全のために .........................36
シートベルトの着用.........................24, 25
チャイルドシートの取り付け..................37
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チャイルドプロテクター .........................98
発炎筒の取り扱いに関する警告...........345
バックドアの注意事項.............................99
バッテリーに関する警告 ......................382
パノラマムーンルーフに関する警告...134
パワーウインドウに関する警告...........128
パワーウインドウロックスイッチ.......129
ムーンルーフに関する警告 ..................131

オドメーター.........................................73

か

カーゴネットフック ..........................279
カーテンシールドエアバッグ..............28
外気温度表示.........................................69
買い物フック......................................279
ガス欠になったとき .............................57
カップホルダー..................................276
カメラ

前方カメラ（PCS) ...............................177
白線認識用カメラ（LTA）....................192

寒冷時の運転......................................252

き

キー
キーナンバープレート.............................92
キーレスエントリー...........95, 100, 109
キーをなくした......................................375
警告ブザー .............................................110
節電機能 .................................................110
電子キー ....................................................92
電池の交換 .............................................330
ハイブリッドシステムが始動できない374
パワースイッチ......................................150
メカニカルキー.........................................92
ワイヤレスリモコン.................................93

キーレスエントリー
スマートエントリー＆スタートシステム
..............................................................109

ワイヤレスドアロック .............................93

給油
給油口が開けられない ...............375, 376
給油のしかた..........................................175

緊急時の対処
オーバーヒートした..............................384
キーをなくした......................................375
警告灯がついた......................................352
警告メッセージが表示された...............359
けん引 .....................................................348
車両を緊急停止する..............................345
水没したときは......................................346
スタックした..........................................387
何かおかしいと思ったら ......................351
ハイブリッドシステムが始動できない374
発炎筒 .....................................................344
パンクした..............................................363
補機バッテリーがあがった...................378

緊急停止システム.................................60
緊急ブレーキシグナル ......................245

く

空気圧（タイヤ）
タイヤ空気圧警報システム...................318

空気圧表示画面..................................318
駆動用電池

警告メッセージ.........................................60
充電について.............................................55
搭載位置 ....................................................57
冷却用吸入口.............................................59

曇り取り..............................................259
アウターミラー（ドアミラー）.............260
フロントガラス......................................259
リヤウインドウ......................................260
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クリアランスソナー ..........................218
操作.........................................................219

クリアランスランプ（車幅灯）
スイッチ .................................................165

クルーズコントロール.......................201
グローブボックス ..............................275
グローブボックスランプ...................275

け

計器類（メーター）...............................69
警告灯..................................................352

RCTA OFF 表示灯 ...............................356
ABS & ブレーキアシスト ...................353
SRSエアバッグ....................................353
LTA表示灯............................................355
エンジン .................................................353
クリアランスソナーOFF 表示灯 ......355, 
356

高水温.....................................................352
シートベルト非着用...................354, 355
充電.........................................................353
スリップ表示灯......................................357
タイヤ空気圧..........................................355
ドライブスタートコントロール...........354
燃料残量 .................................................354
パーキングブレーキ表示灯 ..................357
ハイブリッドシステム過熱 ..................352
パワーステアリング..............................354
PCS........................................................356
ブレーキ .................................................352
ブレーキオーバーライドシステム.......354
ブレーキホールド作動表示灯 ..............357
油圧.........................................................353

警告ブザー
RCTA（リヤクロストラフィックアラート）
..............................................................356

ABS & ブレーキアシスト ...................353
SRSエアバッグ....................................353

LTA（レーントレーシングアシスト）.355
エンジン .................................................353
クリアランスソナー...................355, 356
高水温 .....................................................352
シートベルト非着用...................354, 355
充電.........................................................353
衝突警報 .................................................182
接近警報（レーダークルーズコントロー
ル）........................................................206

タイヤ空気圧..........................................355
手放し運転警告（LTA）........................199
ドライブスタートコントロール...........354
ハイブリッドシステム ..........................353
ハイブリッドシステム過熱...................352
パワーステアリング..............................354
半ドア ........................................................96
半ドア走行時.............................................98
プリクラッシュセーフティシステム...356
プリクラッシュブレーキ ......................182
ブレーキ .................................................352
ブレーキオーバーライドシステム.......354
ブレーキホールド..................................357
油圧.........................................................353
シフトダウン制限..................................158

警告メッセージ..................................359
言語 ( マルチインフォメーションディス
プレイ ) ...............................................81

こ

交換
タイヤ .....................................................363
電球（バルブ）........................................335
電子キーの電池......................................330
ヒューズ .................................................332

工具（ツール）....................................364
後退灯（バックアップランプ）

電球（バルブ）の交換 ..........................335



420 五十音順さくいん

高電圧部位.............................................57
コーションラベル .................................57
コートフック......................................291
子供専用シート

取り付け方 ................................................38

小物入れ..............................................277
コンソールボックス ..........................275
コンデンサー......................................312

ご

ご自身で行うメンテナンス...............302

さ

サービスプラグ.....................................57
サイドウインドウ ..............................127
サイドエアバッグ .................................28
サイド方向指示灯

電球（バルブ）の交換..........................335
方向指示レバー......................................159

サイドミラー（ドアミラー）
格納のしかた..........................................125
操作.........................................................125
ブラインドスポットモニター（BSM）214
ポジションメモリー..............................136
リバース連動機能..................................125
リヤクロストラフィックアラート（RCTA）
..............................................................226

サンシェード
ルーフ.....................................................130

サンバイザー......................................292

し

シート
シートヒーター......................................269
シートポジションメモリー ..................136
正しい運転姿勢.........................................23

チャイルドシート.....................................37
調整.........................................................114
調整の注意事項......................................114
手入れ .....................................................299
ドライビングポジションメモリー.......136
ヘッドレスト..........................................119
メモリーコール機能..............................137

シートヒーター..................................269
シートベルト

緊急ロック式リトラクター......................25

シートベルト.........................................24
お子さまの着用.................................24, 25
正しく着用するには.................................25
チャイルドシートの取り付け..................37
着け方・はずし方.....................................25
手入れ .....................................................299
妊娠中の方の着用.....................................24
非着用警告灯...............................354, 355

シートベルト非着用警告灯....354, 355
シートベルトプリテンショナー

機能............................................................26
プリテンショナー警告灯 ......................353

シートポジションメモリー...............136
ドライビングポジションメモリー.......136

事故が発生したとき（ハイブリッドシス
テムの注意）........................................58
室内灯（インテリアランプ）.............271
シフトレバー

シフトポジションの切りかえ...............157
ハイブリッドトランスミッション.......156

シフトロックシステム ......................157
ジャッキ

ガレージジャッキ..................................307
車載ジャッキ..........................................364

ジャッキハンドル..............................364
車両接近通知装置.................................56
車両データの記録....................................6
車両を緊急停止するには...................345
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充電用USB端子...............................284
12ボルトバッテリー .......................313
収納装備..............................................274
初期化

タイヤ空気圧警報システム ..................320
パワーウインドウ..................................127

初期設定..............................................410
助手席シートベルト非着用警告灯 ...354

す

水温計.....................................................69
スイッチ

.................................................................165
RCTA .....................................................226
アウターミラースイッチ ......................124
EVドライブモード...............................154
イグニッション......................................150
インストルメントパネルライトコントロー
ルスイッチ .............................................74

ウインドウデフォッガスイッチ259, 260
ウインドウロックスイッチ ..................129
LTA.........................................................196
オートマチックハイビーム ..................167
クリアランスソナー..............................219
シートヒータースイッチ ......................269
シートポジションメモリー ..................136
車間距離切りかえ（レーダークルーズコン
トロール）............................................201

タイヤ空気圧警告初期化スイッチ.......320
TRC OFF...............................................245
電動サンシェードスイッチ ..................132
ドアロック ................................................97
ドライブモードセレクト ......................241
パーキングブレーキ..............................159
パドルシフトスイッチ..........................157
パノラマムーンルーフ..........................132
パワーウインドウスイッチ ..................127
PKSB.....................................................232

フォグランプ..........................................170
ブレーキホールド..................................162
フロントウォッシャー ..........................171
フロントワイパー..................................171
ヘルプネットボタン.................................51
ムーンルーフ..........................................129
メーター操作.............................................75
リヤウォッシャー..................................173
リヤフォグランプ..................................170
リヤワイパー..........................................173
レーダークルーズコントロール...........201

スタック..............................................387
ステアリングホイール（ハンドル）

位置調整 .................................................122
メーター操作スイッチ .............................75

ストップランプ（制動灯）
電球（バルブ）の交換 ..........................335

スノータイヤ（冬用タイヤ）.............252
スペアタイヤ（応急用タイヤ）.........363

交換方法 .................................................363

スポーツモード..................................241
スマートエントリー＆スタートシステム

アンテナの位置......................................109
始動方法 .................................................150
ドアの解錠・施錠..........................95, 100

スモールランプ（車幅灯）
ランプスイッチ......................................165

せ

清掃
外装.........................................................296
シートベルト..........................................299
ホイール・ホイールキャップ...............296
レーダー .................................................177

制動灯
緊急ブレーキシグナル ..........................245

セカンダリーコリジョンブレーキ...245
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セキュリティインジケーター......61, 62
接近警報（レーダークルーズコントロー
ル）.....................................................206
センサー

インナーミラー......................................123
雨滴感知センサー..................................172
LTA（レーントレーシングアシスト）.192
後側方レーダーセンサー ......................215
ライトセンサー......................................165
レーダー .................................................177

前照灯（ヘッドランプ）
マニュアルレべリングシステム...........166
ライトセンサー......................................165
ランプ消し忘れ防止機能 ......................165
ランプスイッチ......................................165

そ

走行モード（ドライブモード）.........241
速度計（スピードメーター）................69

た

ターンシグナルランプ（方向指示灯）
電球（バルブ）の交換..........................335
方向指示レバー......................................159

タイヤ
応急用タイヤ..........................................363
空気圧.....................................................323
空気圧警告灯..........................................355
交換.........................................................363
タイヤ空気圧警告システム ..................318
チェーン .................................................253
点検.........................................................316
パンクしたときは..................................363
冬用タイヤ .............................................252
ローテーション（位置交換）................317

タイヤが空まわりする（スタックした）
...........................................................387

タイヤ空気圧
警告灯 .....................................................355

タイヤ空気圧警告システム
ID コードの登録.....................................321
機能について..........................................318
空気圧バルブ／送信機について...........319
空気圧表示画面......................................318
初期化 .....................................................320

タイヤ空気圧警報システム
警告灯 .....................................................355

タコメーター.........................................69

ち

チェーン..............................................253
チャイルドシート

ISOFIX ロアアンカレッジでの取り付け47
シートベルトでの固定 .............................45
知っておいていただきたいこと..............37
選択方法 ....................................................37

チャイルドプロテクター......................98
駐車ブレーキ（パーキングブレーキ）

警告灯 .....................................................357
操作.........................................................159

つ

ツール（工具 ) ...................................364

て

提案機能.................................................80
ディスプレイ

ヘッドアップディスプレイ......................82
マルチインフォメーションディスプレイ
.................................................................74

手入れ
外装.........................................................296
シートベルト..........................................299
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内装.........................................................299
ホイール・ホイールキャップ ..............296
レーダー .................................................177

テールランプ（尾灯）
ランプスイッチ......................................165

電気モーター.................................54, 57
電球（バルブ）

交換.........................................................335

電子キー.................................................92
節電機能 .................................................110
電池の交換 .............................................330

電子制御ブレーキシステム（ECB）.244
電動サンシェード

操作.........................................................132
挟み込み防止機能..................................133

と

ドア
アウターミラー......................................124
チャイルドプロテクター .........................98
ドアガラス .............................................127
ドアロックスイッチ.................................97
バックドア ................................................99
ロック........................................................95

ドアミラー
RCTA（リヤクロストラフィックアラート）
..............................................................226

ブラインドスポットモニター（BSM）214

盗難防止装置
イモビライザーシステム .........................61
オートアラーム.........................................62

時計 ................................................69, 74
トップテザーアンカレッジ..................48
トヨタコネクティッドサービス..........51
ドライビングポジションメモリー ...136

メモリーコール機能..............................137

ドライブモードセレクトスイッチ ...241

トラクションコントロール（TRC）244
トランスミッション

S モード.................................................157
ドライブモードセレクト ......................241
ハイブリッドトランスミッション.......156
パドルシフトスイッチ ..........................157

トリップメーター.................................73
トレイルモード..................................242
トレーラー横揺れ制御 ......................244

な

内装
手入れ .....................................................299

に

ニーエアバッグ.....................................28

ぬ

ぬかるみにはまった（スタック）.....387

ね

燃費
エネルギーモニター.................................87

燃料
給油.........................................................175
情報.........................................................398
燃料残量警告灯......................................354

燃料計 ....................................................69

は

パーキングサポートブレーキ（後方静止
物）.....................................................237
パーキングサポートブレーキ（後方接近
車両）.................................................240



424 五十音順さくいん

パーキングブレーキ ..........................159
.................................................................357
警告メッセージ......................................161
未解除走行時警告ブザー ......................161

パーキングランプ
電球（バルブ）の交換..........................335

排気ガス.................................................34
ハイビーム（ヘッドランプ）

オートマチックハイビーム ..................167
ランプスイッチ......................................165

ハイブリッドシステム
EVドライブモード...............................154
運転のアドバイス..................................250
エネルギーモニター.................................87
オーバーヒート......................................384
回生ブレーキ.............................................55
ガス欠になったとき.................................57
緊急時の停止方法..................................345
緊急停止システム.....................................60
駆動用電池冷却用吸入口 .........................59
警告メッセージ.........................................60
高電圧部位 ................................................57
サービスプラグ.........................................57
事故が発生したとき.................................58
始動できないときは..............................374
始動方法 .................................................150
車両接近通報装置.....................................56
充電............................................................55
注意............................................................57
特徴............................................................54
特有の音と振動.........................................56
パワー（イグニッション）スイッチ...150
補機バッテリーがあがった ..................378
メンテナンス・修理・廃車するとき......56

ハイブリッドシステムインジケーター
......................................................72, 85
ハイブリッドトランスミッション ...156

シフトポジションの切りかえ ..............157

パドルシフトスイッチ ..........................157

ハイマウントストップランプ
電球（バルブ）の交換 ..........................335

ハザードランプ（非常点滅灯）.........344
挟み込み防止機能

電動サンシェード..................................133
バックドア..............................................104
パノラマムーンルーフ ..........................133
パワーウインドウ..................................127
ムーンルーフ..........................................130

発炎筒 .................................................344
バッテリー (12ボルトバッテリー )

バッテリー点検......................................313

バッテリー（駆動用電池）
充電について.............................................55
搭載位置 ....................................................57
冷却用吸入口.............................................59

バッテリー（補機バッテリー）
警告灯 .....................................................353
補機バッテリーがあがった...................378

パドルシフトスイッチ ......................157
パニックモード.....................................93
バニティ（化粧用）ミラー...............292
バニティミラーランプ ......................292
パノラマムーンルーフ

操作.........................................................132
挟み込み防止機能..................................133

パワーウインドウ
ウインドウロックスイッチ...................129
操作.........................................................127
ドアロック連動ドアガラス開閉機能...128
挟み込み防止機能..................................127

パワーコントロールユニット..............57
パワースイッチ..................................150
パワースイッチ（イグニッションスイッ
チ／エンジンスイッチ）
自動電源OFF機能................................152
モードの切りかえ..................................152
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パワーステアリング ..........................244
警告灯.....................................................354

パンクした
タイヤ空気圧警告灯..............................355

番号灯（ライセンスプレートランプ）
ランプスイッチ......................................165

ハンドル（ステアリングホイール）
位置調整 .................................................122

ひ

ビークルスタビリティコントロール
（VSC）..............................................244
ビークルダイナミクスインテグレイテッ
ドマネージメント（VDIM）...........244
ヒーター

アウターミラー（ドアミラー）.............260
シートヒーター......................................269
フロントオートエアコン ......................258
リヤオートエアコン..............................265

非常点滅灯（ハザードランプ）.........344
尾灯（テールランプ）

電球（バルブ）の交換..........................335
ランプスイッチ......................................165

ヒューズ..............................................332
表示灯.....................................................67
ヒルスタートアシストコントロール244

ふ

フォグランプ......................................170
ランプスイッチ......................................170

ブザー
接近警報（レーダークルーズコントロー
ル）........................................................206

手放し運転警告（LTA）........................199
半ドア走行時警告.....................................98

フック
カーゴネットフック..............................279

けん引フック..........................................349
コートフック..........................................291
フロアマット固定フック .........................22

フューエルメーター .............................69
フューエルリッド（給油口）

給油口が開かない.......................375, 376
給油のしかた..........................................175

ブラインドスポットモニター（BSM）
..........................................................214
プリクラッシュセーフティ（PCS）

PCS警告灯............................................356

プリクラッシュセーフティ（PCS）
機能.........................................................182

ブレーキ
回生ブレーキ.............................................55
警告灯 .....................................................352
パーキングブレーキ..............................159

ブレーキアシスト..............................244
ブレーキホールド..............................162
フロアマット.........................................22
フロントオートエアコン...................258
フロントシート

シートヒーター......................................269
シートポジションメモリー...................136
正しい運転姿勢.........................................23
調整.........................................................114
手入れ .....................................................299
ドライビングポジションメモリー.......136
ヘッドレスト..........................................119
メモリーコール機能..............................137

フロント席集中送風モード（S-FLOW）
..........................................................263
フロント方向指示灯

電球（バルブ）の交換 ..........................335
方向指示レバー......................................159
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へ

ヘッドアップディスプレイ..................82
設定............................................................83
ハイブリッドシステムインジケーター..85

ヘッドランプ
電球（バルブ）の交換..........................335
マニュアルレべリングシステム...........166
ライトセンサー......................................165
ランプ消し忘れ防止機能 ......................165
ランプスイッチ......................................165

ヘッドレスト......................................119

ほ

ホイール..............................................324
交換（タイヤ）........................................363

方向指示灯
方向指示レバー......................................159

ホーン（警音器）................................122
補機バッテリー

補機バッテリーがあがった ..................378

補助ボックス......................................282
ボトルホルダー..................................276
ボンネット..........................................306

ま

マイセッティング ..............................138
マルチインフォメーションディスプレイ

運転支援機能情報表示.............................76
エコアクセルガイド.................................78
エコジャッジ.............................................78
オーディオシステム連携 .........................79
警告メッセージ......................................359
設定............................................................81
タイヤ空気圧..........................................318
時計............................................................74
メーター操作スイッチ.............................75

み

ミラー
アウターミラー......................................124
インナーミラー......................................123
ドアミラー..............................................124
バニティミラー......................................292
ミラーヒーター......................................260

む

ムーンルーフ
操作.........................................................129
ドアロック連動ドアガラス開閉機能...130
挟み込み防止機能..................................130

め

メーター
明るさの調整.............................................74
計器類 ........................................................69
警告灯 .....................................................352
警告メッセージ......................................359
設定............................................................81
時計............................................................69
ハイブリッドシステムインジケーター..72
表示灯 ........................................................67
マルチインフォメーションディスプレイ
.................................................................74

メーター操作スイッチ .............................75

メ

メンテナンス
メンテナンス要件.......................302, 304

も

モーター（電気モーター）....................57
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ゆ

ユーザーカスタマイズ機能...............399
雪道ですべって動けない（スタックした）
...........................................................387

ら

ライセンスプレートランプ（番号灯）
電球（バルブ）の交換..........................335
ランプスイッチ......................................165

ラゲージトレイ..................................279
ラゲージルーム.....................................99
ラジエーター......................................312

オーバーヒート......................................384

ランプ
LED イルミネーションランプ.............165
インテリアランプ..................................272
オートマチックハイビーム ..................167
室内灯.....................................................271
パーソナルランプ..................................272
バニティミラーランプ..........................292
非常点滅灯（ハザードランプ）.............344
フォグランプ..........................................170
ヘッドランプ（前照灯）........................165
方向指示灯（ターンシグナルランプ／ウイ
ンカー）................................................159

ライトセンサー......................................165
ランプ消し忘れ防止機能 ......................165
リヤフォグランプ..................................170

ランプ消し忘れ防止機能...................165

り

リヤウインドウデフォッガー...........260
リヤオートエアコン ..........................265
リヤシート..........................................115

シートヒーター......................................269
ヘッドレスト..........................................119

リヤ席シートベルト非着用警告灯...355
リヤドアサンシェード ......................292
リヤフォグランプ..............................170

ランプスイッチ......................................170

リヤ方向指示灯
電球（バルブ）の交換 ..........................335
方向指示レバー......................................159

る

ルームミラー（インナーミラー）.....123

れ

冷却システム......................................311
冷却水

冬の前の準備..........................................252

冷却装置（ラジエーター）
オーバーヒート......................................384

レーダークルーズコントロール
接近警報 .................................................206
レーダー .................................................177

レーントレーシングアシスト（LTA）
..........................................................192
レバー

シフト .....................................................156
方向指示 .................................................159
ボンネット解除......................................306

ろ

ロードサインアシスト (RSA) .........211
ロック

スマートエントリー＆スタートシステム
..............................................................109

ドア............................................................95
ワイヤレスリモコン.................................93
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わ

ワイパー＆ウォッシャー
フロント .................................................171
リヤ.........................................................173

ワイヤレス充電器 ..............................285
ワイヤレスリモコン

節電機能 .................................................110
操作............................................................93
電池の交換 .............................................330
半ドア警告ブザー.....................................96

ワックス..............................................296

次の装備は、別冊 “Multimedia 
Owner’s Manual” をお読みく
ださい。
· ナビゲーションシステム
· オーディオ
· バックガイドモニター
· トヨタパーキングアシストモニ
ター
· パノラミックビューモニター
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 スマートエントリー＆スタートシステム

 タイヤ空気圧警報システム

 Toyota Safety Sense

認証



431
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ガソリンスタンドでの情報

ボンネットフック (P.306)
給油口 (P.176)
ボンネット解除レバー (P.306)
給油口オープナー (P.176)
パワーバックドアスイッチ ( 装備されている場合 ) (P.102)
タイヤ空気圧 (P.395)

燃料の容量（参考値） 65 L

燃料の種類 無鉛レギュラーガソリンのみ P.391

タイヤが冷えていると
きの空気圧

P.395

エンジンオイル容量 (
参考値 )

P.392

エンジンオイルの種類 P.392
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